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はじめに：太陽光発電協会について
I. 2017年 現在の姿と課題（status and issues)

1. 世界の市場状況 (World Market)
2. 国内の市場状況 (Domestic Market)
3. 国内住宅用市場の現状と課題
4. 国内非住宅（事業用）の現状と課題

II. 2050年のビジョンとその道筋
(Our Vision 2050 & Road Map)

5. JPEAが想定する2050年までの導入推移
6. 太陽光発電を基幹電源に育てる意義と便益
7. 太陽光発電が基幹電源となるために
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太陽光発電協会（JEPA）の概要
一般社団法人太陽光発電協会（JPEA；Japan Photovoltaic Energy Association）
■ 沿革

1987年 「太陽光発電懇話会」設立 (Established in 1987)
2017年 懇話会設立以来、30年 (30 years old)

■ 協会の理念・事業目的
太陽光発電に関連する利用技術の確立及び普及促進、並びに産業の発展によって、
我が国経済の繁栄と、国民生活の向上に寄与し、もって会員の共通の利益を図る

■ 主な活動
・太陽光発電の普及に向けた提言、関係機関への意見具申
・出荷統計の取り纏め・発信
・販売・施工の品質改善：販売規準の作成、施工技術者認定制度の運用 等
・標準化・規格化：保守点検ガイドライン等
・啓発活動：展示会、シンポジウム等
■会員数 142社・団体

(Members: 142)
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出典：TRENDS 2016,Report IEA PVPS T1-30:2016

世界の太陽電池設置量(Global PV Capacity)
累積導入量
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出典： Report IEA-PVPS T1-31：2017   SNAPSHOT 2016

China

2016年末累積導入量
世界計： 303 GW

その他

43.2GW
（13.9%）

ドイツ

41.2GW
（13.6%）

日本

42.8GW
（14.1%）アメリカ

40.3GW
（13.3%）

イタリア
19.3GW（6.4%）

イギリス
11.6GW （3.8%）

フランス
7.1GW （2.3%）

スペイン
5.5GW （1.8%）

オーストラリア
5.9GW （2.0%） 中国

78.1GW
（25.8%）

インド
9.0GW （3.0%）

国別 累積導入量（2016年末）と単年導入量（2016年）
PV Capacity by Country

直流（DC）
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日本における太陽光発電導入量の推移（暦年）
Solar PV Additions in Japan
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太陽光発電の国内市場規模・雇用創出
PV Market Size and Employment in Japan 
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売上金額（億円）

直接雇用人員数（人）

総雇用人員数（人）

億円 人

・直接雇用人員対象は、モジュール、パワーコンディショナ、架台、工事関連、土地関連、系統、関連、運転維持関連
･ 総雇用人員対象は、上記直接雇用＋間接1次（原材料等の中間需要によって起こる生産波及 効果）＋ 間接2次（誘発さ
れた雇用者所得のうち消費支出分の生産）雇用を含む

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

売上金額 5,455億円 6,700億円 10,200億円 26,520億円 32,585億円 32,407億円

直接雇用人員数 21,820人 26,800人 40,800人 109,100人 144,200人 151,237人

総雇用人員数 29,700人 38,700人 60,000人 294,500人 377,105人 382,419人
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Ⅰ-3. 国内住宅用市場の現状と課題
PV Residential Market; Status and Issues  

・目標は日本の全ての屋根に太陽光発電を
 現状は7.2％でまだまだこれから

・2013年をピークに減少傾向

・2019年問題（FIT卒業）
 ConsumerからSmart Prosumerへ
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3,590 9,244 15,596 31,475 52,352 77,503 
115,765 

162,525 
217,000 

289,825 
352,369 

401,794 
456,894 

559,438 

747,102 

982,919 

1,258,970 

1,547,087 

1,754,008 

1,932,729 

2,053,155 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000

2,200,000

1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016年度

件数

1996～2005年度 ： 財団法人 新ｴﾈﾙｷﾞｰ財団 （NEF） の補助金交付実績より
2006～2008年度 ： 一般社団法人 新ｴﾈﾙｷﾞｰ導入促進協議会 （NEPC） による調査より
2009～2013年度 ： 太陽光発電普及拡大ｾﾝﾀｰ （J-PEC） での補助金交付決定件数より JPEA集計
2014～2016年度 ： 経済産業省（METI） HP 「なっとく再生可能エネルギー」 設備導入状況資料より

92.8%

住宅総数
28,598,700 

7.2%

PV導入件数

2,053,155 件

住宅用太陽光発電搭載率
（PV導入件数／戸建住宅総数）

住宅総数：「住宅・土地統計調査」より、
2013年の戸建住宅総数

（2016.4
～2016.12）

住宅用太陽光発電導入件数（累計）
Residential Rooftop PV: Installed Numbers (cumulative)  

2019年
問題対象



Japan Photovoltaic Energy Association PVJapan 2017 10

59 

1,406 
2,750 

3,216 

5,107 

5,048 

3,280 

611 

1,406 

860 

863 

806 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

2012年7-12月 2013年 2014年 2015年 2016年

MW

出典 ： METI HP 「なっとく再生可能エネルギー」設備導入状況資料

日本における太陽光発電導入量の推移（暦年）
Solar PV Additions in Japan

住宅用は2013年をピークに減少傾向
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FIT買取期間が終了する住宅用PVが大量に出現（2019年問題）

買取期間を終了する住宅用システムの容量

・2019年11月から10年間の買取期間が終了した案件が発生する。
・2019年度で約56万件、3GW程度と見積もられている。
→住宅用PVの自立化が始まる（賦課金の低減）
→ヒートポンプ給湯器や蓄電池・EVを活用した自家消費モデル普及の可能性
→環境価値を活用したビジネスの可能性
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住宅用太陽光発電の課題 2019年問題
FIT Expiration Issues for Residential Rooftop PV from 2019
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Ⅰ-４.国内非住宅（事業用）の現状と課題
PV Residential Market; Status and Issues 

・2015年をピークに減少傾向

・系統制約の解消が大きな課題
Grid Constraint Issues  
 系統容量の空きが無い Insufficient Grid Capacity
 出力抑制（無補償）のリスク Curtailment Risks

・コスト競争力
 将来はグリッドパリティ－

・地域との共生
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日本における太陽光発電導入量の推移（暦年）
Solar PV Additions in Japan

非住宅は2015年をピークに減少傾向
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内容

出典 ： 九州電力発表資料より

系統制約 電力系統の空き容量が不足
Grid Constraint : Insufficient Grid Capacity

電力系統に接続するためには、系統増強工事の費用を
負担し工事が完了するのを待たなければならない

Insufficient Grid Capacity Areas



Japan Photovoltaic Energy Association PVJapan 2017 15

8,170 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

導入済み容量

未導入（FIT認定済み）

出力制御補償枠（接続可能量）

地域別PV導入状況と 出力抑制リスク（2017年3月末時点）

Installed PV Capacity by Power Utility Area, and Curtailment Risks MW

補償無し

補償有り

TEPCO

Kyushu 
Electric

Installed Capacity

Yet to be Installed (FIT qualified)

Limit of Compensation for Curtailment 

With
Compensation

Without 
Compensation



Japan Photovoltaic Energy Association PVJapan 2017 16

•現行ルールは、新規電源が系統への接続を希望する際、系統
に空き容量が無い限り接続が認められない。(先着優先)

•空き容量が無い場合でも、事故や混雑が発生した場合に混雑
処理（潮流制御）を行うことを前提に接続を可能とするルー
ル（コネクト＆マネージ）を取り入れれば、系統増強を行わ
なくとも容量が確保できる。

•長期的には、再エネの大量導入を前提とした日本全体の系統
整備計画を策定し推進すべき。

系統空き容量
の不足問題

（ローカル）

•地域間連系線の最大活用で出力抑制リスクは大幅に低減可能
•さらに、市場メカニズムの活用による新規需要の創出や、
ヒートポンプ給湯器やEV・蓄電池等を活用したデマンドサイ
ドマネジメントにより出力抑制リスクを限りなくゼロに低減
可能。

出力抑制
リスク

エリア全体の
需給バランス
維持のために

系統制約問題の解決策 Solutions for Grid Constraints
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2050年のビジョンとその道筋
Our Vision 2050 and Roadmap

5. JPEAが想定する2050年までの道のり
6. 太陽光発電を基幹電源に育てる意義と便益
7. 太陽光発電が基幹電源となるために
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2050年に至る国内累積稼働推移
PV Capacity in Japan to 2050

JPEAビジョンでは2030年100GW, 2050年200GW
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■2040年以降にリプスレース需要が立上がり2050年には10GW/年規模

2050年に至る国内単年度設置容量推移
PV Additions (annual) in Japan to 2050
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化石燃料依からの脱却と太陽光発電の導入量（累計稼働量） イメージ

2050年迄の導入量GW（左軸）

2050年以降の導入量GW（左軸）

化石燃料への依存度％（右軸）

2050年以降

200GW

太陽光発電の最終到達点 200GWを大きく超えて
Solar PV’s Final Destination   Beyond 200GW
■PV OUTLOOK では、2050年時点の稼働量が200GWとしたが、

100年先に向けて、現代社会にとって欠くことのできない化石エネルギー
への依存から脱却し持続可能な社会に至るまでの一通過点にすぎない
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設備容量 電力供給の対象 必要
面積

※出所 限界量
レベル

100 GW
（1億ＫＷ）

日本の電力需要の約11％ 国土の

0.18％
電力需要
1兆KWh/年

JPEA
PV OUTLOOK
2030 目標

1 TW
（10億ＫＷ）

（1TW＝103 GW）

日本の全電力需要 国土の1.8％ 日本の全電
力需要

2.3 TW
（23億ＫＷ）

日本の全一次エネルギー量
※

国土の4.1％ 電力化率43％
同下

日本の全一
次エネルギー
需要

22.1 TW
（221億ＫＷ）

世界（2011）の発電電力量
22.1兆KWh※

地球陸地面
積の0.1％

原子力・エネル
ギー図面集
2013

世界の全電
力需要

143.2 TW
（1432億ＫＷ）

世界（2011）の一次エネル
ギー量122.7億toe※

地球陸地面
積の0.6％

BP Statistical
Review of 
world energy 
2012 

世界の全一
次エネルギー
需要

換算：石油1 toe=42GJ, 1 KWPV=6.67 ㎡ 日本国土377,930㎢ 世界陸地
147,244,000㎢

太陽光発電のポテンシャル Potential of Solar PV
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太陽光に限らず、風力や水力、地熱、バイオマス等の再エネを総動員する必要があ
るが、太陽光発電は、日本が再エネ100％に至るまでの先導役となる

太陽エネルギーは国産エネルギー源として賦存量は最多賦存量の
大きさ

将来、最もコスト競争力のある電源の一つになる可能性が高いコスト競争力
の向上

国内のどの地域でも導入が可能であり、地域創生にも貢献地域偏在性が
少ない

長期的な視点ではFIT制度等に由来する国民の負担を上回る大きな便
益が期待できる長期的な便益

モバイル機器充電用から住宅用、メガソーラーまで
幅広い用途、あらゆる場所で活躍幅広い用途

何故太陽光発電なのか Why Solar PV?
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国内導入量2050年200GWを大きく超えて100年先まで
成長を続ける意義は、

➀「脱炭素社会の実現」のため
②「エネルギー自給率」の大幅な向上のため
③「持続可能な社会」の実現のため
④ そして以上３つをコスト効率的に推進するためである

これからは「３E+S」に持続可能性を加えた「３E+2S」

200GWを超えて成長する意義・目的 “３E＋２S”
The Reason of Continued Growth of Solar PV beyond 200GW “3E+2S”

Environment
環境への適合

Economic
Efficiency
経済効率性向上

Energy Security
自給率の向上 Sustainability

持続可能性

Safety
安全性

３E ２S
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2015年 2030年 2050年

PV導入量・発電量
PV導入量
総発電量
PV発電量
PV発電比率

脱炭素社会の実現
温暖化ガス削減量
2015年度比

自給率の向上
(化石燃料消費削減)

原油換算
エネルギー消費量
に対する発電量

経済効果
温暖化ガス削減
化石燃料削減
FIT買取費用

32GW 
100GW 

200GW 

343億kWh 1,200億kWh 2,450億kWh 

10,183億kWh 10,650億kWh 

13,500億kWh 

/18％

0.22億CO2㌧
0.79億CO2㌧

1.63億CO2㌧1.7%

6.0%
12.3%

8百万kL 29百万kL 

60百万kL 
1.0%

3.4%

12.0%

0.3兆円
1.0兆円

0.4兆円
1.2兆円

2.6兆円

-1.2兆円 -2.2兆円
0～
数百億円

/11％/3％

太陽光発電を基幹電源に育てる意義と便益
Benefits of Solar PV
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日本にとって太陽光発電を基幹電源に育てる意義と便益
Benefits of Solar PV for Japan

意義 ・ 目的
便益 ・ 期待効果

現状
（2015年度）

2030年度 2050年度

太陽光発電国内導入量
累計稼働容量 約32GW 約100GW 約200GW

発電量1) 約343億kWh 約1,200億kWh 約2,450億kWh

国内総発電量比2） 約3％ 約11％ 約18％

国内全電源総発電量3） 自家発、送配電ロス含む 10,183億kWh 10,650億kWh 約13,500億kWh

脱炭素社会実現への貢
献（温暖化ガス削減による）

温暖化ガス削減量4)

・2015年度比5)

・炭素価値換算6)

約0.22億CO2㌧
約1.7%

‐

約0.79億CO2㌧
約6.0%

約0.3兆円

約1.63億CO2㌧
約12.3%
約1兆円

エネルギー自給率向上
への貢献、及び国富流
出の低減
（化石燃料の消費削減による）

原油換算7) 約8百万KL 約29百万KL 約60百万KL

化石燃料削減額8） 約0.4兆円 約1.2兆円 約2.6兆円

最終エネルギー消費
量に対する発電量9) 約１% 約3.4％ 約12％

FIT買取費用（税抜き）実質10） 1.17兆円 約2.2兆円 0～数百億円
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参考：日本にとって太陽光発電を基幹電源に育てる意義と便益

１）自家消費分を含む発電量。設備利用率を15％（2017年度以降）、出力低下率を年率0.5として算定。
２）国内全電源の総発電量に対する比率。
３）国内全電源の総発電量。自家消費、送配電ロス等を含む。2015年度は実績（資源エネルギー庁のエ

ネルギー需給実績（確報））。2030年度は長期エネルギー需給見通し（資源エネルギー庁、2015
年）。2050年度はJPEAが算定（電化推進シナリオ）。

４）太陽光発電による発電時の温暖化ガス削減量。長期エネルギー需給見通し（資源エネルギー庁）の前
提を参考に算定。

５）2015年度の国内温暖化ガス総排出量（13.2億CO2㌧）に対する、太陽光発電による温暖化ガス削減
量の比率。

６）太陽光発電による温暖化ガス削減量を貨幣価値に換算（実質）。長期エネルギー需給見通しにおける
CO2対策費を参考に算定。

７）太陽光発電による一次エネルギーとしての化石燃料の削減を原油換算で表した。太陽光発電1kWhで
削減される化石燃料を9.3MJ、原油１KLを38.2GJとして算定。

８）太陽光発電による化石燃料消費削減量を金額（実質）で表した。燃料価格等の前提は長期エネルギー
需給見通を参考に算定。

９）自給率向上への貢献の指標として、国内の最終エネルギー消費量に対する、太陽光発電による発電量
を比率で表した。

10）固定価格買取制度に基づく太陽光発電による電力の買い取り費用総額（消費税等を除く）。
インフレ率1％を前提に2017年の実質金額で表した。
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PV System 4.0

セクターカップリング

次世代送配電網

低炭素化のインセンティブ

技術的観
点から

エネルギー
需給構造の

変革

政策誘導
市場メカニズム

2050年200GW 基幹電源となるための4本柱
4 Pillars to Realize 200GW in 2050  
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独立型

PV System 1.0
1960年代～

PV System ２.0
1990年代～

PV System ３.0
2010年代～

系統連系型

PV System ４.0
2020年代～

系統協調型 系統統合型

次世代BIPV

独立・連系
自在型

太陽光発電システムの進化（PV System4.0)
Evolution of Solar PV

第4世代以降では、ありとあらゆる場所とモノに設置・搭載が可能とな
る、また需要側の分散エネルギー資源（DER）の要として系統安定化に
能動的に関与する。（設置場所制約の解消、出力変動対策）
PV on Things ( PVoT)
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セクターカップリング(分野連結）の概念
Sector Coupling

消費電力の
CO2フリー

化
（脱炭素化）

運輸部門の
電動化

熱利用の
電化

政策誘導＋
市場メカニズム

シナジー
効果

「電力化による省エネ」と「脱炭素化」、
「再エネ大量導入による自給率向上」の3つを同時達成

乗用車、路線バスの電動
化は既に始まっている。
貨物トラック等は非接触
充電やバッテリー技術の
革新によって電動化が進
む。

家庭、業務、産業部門
における熱利用を燃焼
から高効率なヒートポンプ
蓄熱方式に

再エネのコスト競争力
向上により、電力供給
のCO2フリー化が最も
費用対効果の高い供給
側対策に。

需要側に設置し自家消
費電力をCO2フリー化。
需要側が直接メリット
を享受でき送電ロスの
削減にも貢献。

＜需要側対策＞

＜需要側対策＞＜需要側対策＞

＜供給側対策＞

■電力供給、熱利用、運輸の３つのセクターにおいて高効率化と脱炭素化を一体的に推
進。
■再エネ由来電気の需要が増大し、同時に出力変動を吸収する蓄エネ能力が飛躍的に向
上。■需要側のありとあらゆる場所に設置できる太陽光発電は、セクターカップリング推
進の
要となり得る。
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電力

約25％
電力

約28％

電力

約60％
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2050年度
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電力化によるエネルギー消費の削減（高効率化）

電力 電力以外（化石燃料等）

約3割削減 さらに

約2割削減

CO2フリー電力

（再エネ等）CO2排出電力

CO2排出電力

0

2,000

4,000

6,000

8,000
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14,000

16,000

2015年実績 2050年度

電化推進シナリオ
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タ
・
ジ
ュ
ー
ル
）

電力消費のCO2フリー化（脱炭素化）

CO2フリー電力（再エネ等）

CO2排出電力

電力以外（化石・バイオ燃料、水素）

電力化によるエネルギー消費の削減（高効率化）
■現行政策シナリオ：2015年比で表皮エネルギーを約3割削減
■電化推進シナリオ：さらに消費エネルギーの約半分を化石燃料から電力にシフト
→結果：電力消費量は1.3倍に増えるが消費エネルギーは2015年比で半分程度に

消費エネルギーのCO2フリー化(脱炭素化）
■CO2フリー電源の比率を9割以上に高めることが不可欠
■政府目標の80％削減には消費電力のCO2フリー化に加えて電力以外のエネルギー（化石燃料、
バイオ燃料、水素等）の脱炭素化が不可欠

→目標達成には太陽光発電を2050年に200GW導入しても足りない。さらなる導入が望まれる。

セクターカップリング Sector Coupling
政府目標2050年80％削減を達成するために


Graph1



電力化によるエネルギー消費の削減（高効率化）



電力	[系列名]
約25％
[系列名]
約28％
[系列名]
約60％

2015年度実績	2050年度
現行政策シナリオ	2050年度
電化推進シナリオ	3340	2556.7479999999996	4480.4073499999995	電力以外（化石燃料等）	2015年度実績	2050年度
現行政策シナリオ	2050年度
電化推進シナリオ	10208	6541.5058000000008	2994.5883500000009	
PJ（ペタ・ジュール）






ビジョン用グラフ個別

										電化前 デンカ マエ		電化率 デンカ リツ		電化効率 デンカ コウリツ		電化後 デンカ ゴ		削減率 サクゲン リツ

								化石燃料 カセキ ネンリョウ		152		-		0%		46

								電力への転換 デンリョク テンカン				70%		-		-

								化石燃料からの転換 カセキ ネンリョウ テンカン		-				50%		53

								電力 デンリョク		29		-		-		29

								その他エネルギー タ		5		-		0%		5

								合計 ゴウケイ		186		-		-		133		71%

										152

										電化前 デンカ マエ		電化後 デンカ ゴ		電化率 デンカ リツ		電化効率 デンカ コウリツ		削減率 サクゲン リツ

								化石燃料 カセキ ネンリョウ		46		46		-		0%

								電力への転換 デンリョク テンカン		106		-		70%		-

								化石燃料からの転換 カセキ ネンリョウ テンカン		-		53				50%

								電力 デンリョク		29		29		-		-

								その他エネルギー タ		5		5		-		0%

								合計 ゴウケイ		186		133		-		-		71%





化石燃料	電化前	電化後	45.600000000000009	45.600000000000009	電力への転換	電化前	電化後	106.39999999999999	0	化石燃料からの転換	電化前	電化後	0	53.199999999999996	電力	電化前	電化後	29	29	その他エネルギー	電化前	電化後	5	5	









セクターカップリング

						PJ

				最終エネルギー消費 サイシュウ ショウヒ						1.7523851979

										1.3414393263

						2015年度実績 ネン ド ジッセキ		2050年度
現行政策シナリオ ネンド ゲンコウ セイサク		2050年度
電化推進シナリオ ネンド デンカ スイシン				2015年度実績 ネン ド ジッセキ						2015年実績 ネン ジッセキ		2050年度
電化推進シナリオ ネンド デンカ スイシン

				電力 デンリョク		3,340		2,557		4,480				24.65%		28.10%		CO2フリー電力（再エネ等） デンリョク サイ トウ		501		3,584

				電力以外（化石燃料等） デンリョク イガイ カセキ ネンリョウ トウ		10,208		6,542		2,995				75.35%		71.90%		CO2排出電力 ハイシュツ デンリョク		2,839		896

				合計 ゴウケイ		13,548		9,098		7,475								電力以外（化石・バイオ燃料、水素） デンリョク イガイ カセキ ネンリョウ スイソ		10,208		2,995

																				13,548		7,475

								67.2%		82.2%				1.3414393263						13,047		3,891		0.2982041711

		オリジナル						67.2%		55.2%

		修正後 シュウセイ ゴ



電力化によるエネルギー消費の削減（高効率化）



電力	[系列名]
約25％
[系列名]
約28％
[系列名]
約60％

2015年度実績	2050年度
現行政策シナリオ	2050年度
電化推進シナリオ	3340	2556.7479999999996	4480.4073499999995	電力以外（化石燃料等）	2015年度実績	2050年度
現行政策シナリオ	2050年度
電化推進シナリオ	10208	6541.5058000000008	2994.5883500000009	
PJ（ペタ・ジュール）




電力消費のCO2フリー化（脱炭素化）

CO2フリー電力（再エネ等）	
2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	501	3584.3258799999999	CO2排出電力	
2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	2839	896.08146999999963	電力以外（化石・バイオ燃料、水素）	2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	10208	2994.5883500000009	
PJ(ペタ・ジュール）





電力化によるエネルギー消費の削減（高効率化）

電力	[系列名]
約25％
[系列名]
約28％
[系列名]
約60％

2015年度実績	2050年度
現行政策シナリオ	2050年度
電化推進シナリオ	3340	2556.7479999999996	4480.4073499999995	電力以外（化石燃料等）	2015年度実績	2050年度
現行政策シナリオ	2050年度
電化推進シナリオ	10208	6541.5058000000008	2994.5883500000009	
PJ（ペタ・ジュール）




電力消費のCO2フリー化（脱炭素化）

CO2フリー電力（再エネ等）	
2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	501	3584.3258799999999	CO2排出電力	
2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	2839	896.08146999999963	電力以外（化石・バイオ燃料、水素）	2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	10208	2994.5883500000009	
PJ(ペタ・ジュール）







ビジョン用グラフ

						2015確報 カクホウ				2030エネ基ベース キ				2050年推定 ネン スイテイ				2050年電化推進 ネン デンカ スイシン

				家庭		1,873		92.4%		1731		65.0%		1217				1148		94.3%

				運輸(旅客） ウンユ タビ キャク		1,838		92.7%		1704		65.2%		1199				420		35.0%

				運輸（貨物） カ		1,239		97.8%		1211		72.1%		893				458		51.3%

				農林水産鉱建設業 ノウリン スイサン コウ ギョウ		288		87.4%		252		64.5%		186				133		71.5%

				製造業		5,850		94.3%		5518		67.8%		3966				3773		95.1%

				業務他 (第三次産業) ギョウム ホカ ダイサンジ サンギョウ		2,460		90.3%		2220		66.6%		1637				1543		94.3%

						13,548				12636				9098				7475		82.2%

						2015速報 ソクホウ				2030エネ基ベース キ				2050年推定 ネン スイテイ				2050年電化推進 ネン デンカ スイシン

				家庭		1,873		92.4%		1731		65.0%		1217		94.3%		1148

				運輸(旅客） ウンユ タビ キャク		1,845		92.4%		1704		65.0%		1199		35.0%		420

				運輸（貨物） カ		1,275		95.0%		1211		70.0%		893		51.3%		458

				農林水産鉱建設業 ノウリン スイサン コウ ギョウ		266		94.7%		252		69.9%		186		71.5%		133

				製造業		5,808		95.0%		5518		68.3%		3966		95.1%		3773

				業務他 (第三次産業) ギョウム ホカ ダイサンジ サンギョウ		2,337		95.0%		2220		70.0%		1637		94.3%		1543

						13,404				12636				9098				7475

												67.9%				55.8%



						2015速報 ソクホウ				2030エネ基ベース キ				2050年推定 ネン スイテイ				2050年電化推進 ネン デンカ スイシン

				家庭		1,873		92.4%		1731		65.0%		1,217		94.3%		1,148

				運輸(旅客） ウンユ タビ キャク		1,845		92.4%		1704		65.0%		1,199		35.0%		420

				運輸（貨物） カ		1,275		95.0%		1211		70.0%		893		51.3%		458

				農林水産鉱建設業 ノウリン スイサン コウ ギョウ		266		94.7%		252		70.0%		186		71.5%		133

				製造業		5,808		95.0%		5518		68.3%		3,966		95.1%		3,772

				業務他 (第三次産業) ギョウム ホカ ダイサンジ サンギョウ		2,337		95.0%		2220		70.0%		1,637		94.3%		1,544

						13,404				12636				9,098				7,474

												67.9%				55.8%

								2015確報 カクホウ				2030エネ基ベース キ				2050年電化推進前 ネン デンカ スイシン マエ				2050年電化推進 ネン デンカ スイシン

				家庭		1		1,873		92.4%		1731		65.0%		1,217		94.0%		1,148

				運輸(旅客） ウンユ タビ キャク		1		1,838		92.7%		1704		65.0%		1,194		35.0%		420

				運輸（貨物） カ		1		1,239		97.8%		1211		70.0%		868		51.0%		458

				農林水産鉱建設業 ノウリン スイサン コウ ギョウ		1		288		87.4%		252		70.0%		202		70.0%		133

				製造業		1		5,850		94.3%		5518		68.3%		3,995		95.0%		3,773

				業務他 (第三次産業) ギョウム ホカ ダイサンジ サンギョウ		1		2,460		90.3%		2220		70.0%		1,723		94.0%		1,543

						13,548				12636		67.9%		9,199				7,475

																55.2%





家庭	

2015確報	2030エネ基ベース	2050年電化推進前	2050年電化推進	1	1873.3930465749397	0.9239918997055786	1731	1217.2553858418055	1148	運輸(旅客）	

2015確報	2030エネ基ベース	2050年電化推進前	2050年電化推進	1	1838.0520736678438	0.92706840269201829	1704	1194.4847893375309	420	運輸（貨物）	

2015確報	2030エネ基ベース	2050年電化推進前	2050年電化推進	1	1238.7722728033868	0.97758080850442575	1211	867.62638401052902	458	農林水産鉱建設業	

2015確報	2030エネ基ベース	2050年電化推進前	2050年電化推進	1	288.46069155076924	0.87360256485985666	252	201.92248408553846	133	製造業	

2015確報	2030エネ基ベース	2050年電化推進前	2050年電化推進	1	5850.1093608530573	0.94323023034827003	5518	3994.7544292601974	3773	業務他 (第三次産業)	

2015確報	2030エネ基ベース	2050年電化推進前	2050年電化推進	1	2459.6213005991331	0.90257796981154603	2220	1722.8926269066242	1543	

消費エネルギー（PJ)











2015確報	1	1	1	1	1	1	家庭	運輸(旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱建設業	製造業	業務他 (第三次産業)	1873.3930465749397	1838.0520736678438	1238.7722728033868	288.46069155076924	5850.1093608530573	2459.6213005991331	

1	1	1	1	1	1	家庭	運輸(旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱建設業	製造業	業務他 (第三次産業)	0.9239918997055786	0.92706840269201829	0.97758080850442575	0.87360256485985666	0.94323023034827003	0.90257796981154603	2030エネ基ベース	

1	1	1	1	1	1	家庭	運輸(旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱建設業	製造業	業務他 (第三次産業)	1731	1704	1211	252	5518	2220	2050年電化推進前	1	1	1	1	1	1	家庭	運輸(旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱建設業	製造業	業務他 (第三次産業)	1217.2553858418055	1194.4847893375309	867.62638401052902	201.92248408553846	3994.7544292601974	1722.8926269066242	2050年電化推進	1	1	1	1	1	1	家庭	運輸(旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱建設業	製造業	業務他 (第三次産業)	1148	420	458	133	3773	1543	

消費エネルギー（PJ)











消費構造想定

				シートＡ：2015年度エネルギー消費構造（速報値） ネンド ショウヒ コウゾウ ソクホウ チ																								排出量 ハイシュツ リョウ

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ				億ｔCO2 オク

				家庭　　　　　　 カテイ				1,873				493				402		964		1		14		14%				12.7

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,845		0		1,783				0		61						14%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,275				1,269				3		3						10%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		4%				消費電力 ショウヒ デンリョク		9,312		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				266				217		5		3		42		1				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		3%				石炭火力 セキタン カリョク		3,306

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,808		1,530		2,092		57		333		1,106		659		31		43%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		935

				業務・サービス ギョウム				2,337		16		662				380		1,176		101		1		17%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		15%				ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,403		1,547		6,515		62		1,121		3,352		762		45		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		14%				原子力 ゲンシリョク		94		容量 ヨウリョウ		28		ＧＷ

										12%		49%		0%		8%		25%		6%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		4%				再エネ サイ		1,327		発電量 ハツデン リョウ		340		億ｋＷｈ オク



				シートＢ：2030年度エネルギー消費構造（エネ基ベース） ネンド ショウヒ コウゾウ モト

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,731				392				310		1,014		1		14		14%				9.8

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,704		0		1,640				0		64						13%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,211				1,205				3		3						10%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		11%				消費電力 ショウヒ デンリョク		9,800		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				252				200		5		3		44		1				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		5%				石炭火力 セキタン カリョク		915

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,518		1,400		2,000		57		300		1,165		565		31		44%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		935

				業務・サービス ギョウム				2,220		10		580				321		1,238		70		1		18%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		44%				ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				12,636		1,410		6,017		62		937		3,528		637		45		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		24%				原子力 ゲンシリョク		1,900		容量 ヨウリョウ		64		ＧＷ

				2015年度比 ネンド ヒ				94%		11%		48%		0%		7%		28%		5%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		7%				再エネ サイ		2,400		発電量 ハツデン リョウ		730		億ｋＷｈ オク



				シートＣ：2050年度推定（削減幅最大の場合） ネンド スイテイ サクゲンハバ サイダイ バアイ

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,217				285				210		713		1		9		13%				5.2

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,199		0		1,154				0		45						13%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				893				888				2		2						10%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		25%				消費電力 ショウヒ デンリョク		7,102		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				186				152		3		2		29		0				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		16%				石炭火力 セキタン カリョク		0

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				3,966		1,025		1,401		38		223		885		362		31		44%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		202

				業務・サービス ギョウム				1,637		11		430				247		882		66		1		18%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		84%				ガス火力 カリョク		900		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				9,098		1,036		4,311		42		684		2,557		429		40		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		62%				原子力 ゲンシリョク		1,600		容量 ヨウリョウ		200		ＧＷ

				2015年度比 ネンド ヒ				68%		11%		47%		0%		8%		28%		5%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		35%				再エネ サイ		4,400		発電量 ハツデン リョウ		2,453		億ｋＷｈ オク



				シートＤ：2050年度最終形　電化推進 ネンド サイシュウ ケイ デンカ スイシン

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,148				86				63		990		1		9		15%				4.5

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				420		0		115				0		305						6%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				458				266				2		189						6%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		30%				消費電力 ショウヒ デンリョク		12,446		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				133				45		3		2		82		0				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		19%				石炭火力 セキタン カリョク		(0)

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				3,773		923		841		15		89		1,657		217		31		50%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		946

				業務・サービス ギョウム				1,543		5		172				74		1,258		33		1		21%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		63%				ガス火力 カリョク		3,600		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				7,475		928		1,526		19		231		4,480		251		40		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		44%				原子力 ゲンシリョク		2,400		容量 ヨウリョウ		200		ＧＷ

				2015年度比 ネンド ヒ				56%		12%		20%		0%		3%		60%		3%		1%						・ＰＶ比率 ヒリツ		20%				再エネ サイ		5,500		発電量 ハツデン リョウ		2,453		億ｋＷｈ オク

								電化での効率化 デンカ コウリツカ		化石→電力転換比率 カセキ デンリョク テンカン ヒリツ

										石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ

								0.80				0.70				0.70

								0.25				0.90

								0.30				0.70

								0.50				0.70

								0.80		0.10		0.40		0.60		0.60				0.40

								0.80		0.50		0.60				0.70				0.50





消費構造想定 (2)

				シートＡ：2015年度エネルギー消費構造（速報値） ネンド ショウヒ コウゾウ ソクホウ チ																								排出量 ハイシュツ リョウ

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ				億ｔCO2 オク

				家庭　　　　　　 カテイ				1,873				493				402		964		1		14		14%				12.7

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,845		0		1,783				0		61						14%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,275				1,269				3		3						10%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		4%				消費電力 ショウヒ デンリョク		9,312		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				266				217		5		3		42		1				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		3%				石炭火力 セキタン カリョク		3,306

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,808		1,530		2,092		57		333		1,106		659		31		43%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		935

				業務・サービス ギョウム				2,337		16		662				380		1,176		101		1		17%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		15%				ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,403		1,547		6,515		62		1,121		3,352		762		45		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		14%				原子力 ゲンシリョク		94		容量 ヨウリョウ		28		ＧＷ

										12%		49%		0%		8%		25%		6%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		4%				再エネ サイ		1,327		発電量 ハツデン リョウ		340		億ｋＷｈ オク



				シートＡ’：2015年度エネルギー消費構造（確報値） ネンド ショウヒ コウゾウ カクホウ チ																								排出量 ハイシュツ リョウ

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ				億ｔCO2 オク

				家庭　　　　　　 カテイ				1,873				493				402		963		1		14		14%				12.7

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,838		0		1,776				0		61						14%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,239				1,233				3		3						9%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		4%				消費電力 ショウヒ デンリョク		9,312		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				288				241		5		2		41		0				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		3%				石炭火力 セキタン カリョク		3,306

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,850		1,545		2,136		57		336		1,047		703		26		44%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		935

				業務・サービス ギョウム				2,460		26		699				315		1,225		193		1		18%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		15%				ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,548		1,572		6,577		62		1,059		3,340		898		41		101%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		14%				原子力 ゲンシリョク		94		容量 ヨウリョウ		28		ＧＷ

										12%		49%		0%		8%		25%		7%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		4%				再エネ サイ		1,327		発電量 ハツデン リョウ		340		億ｋＷｈ オク



				シートＢ：2030年度エネルギー消費構造（エネ基ベース） ネンド ショウヒ コウゾウ モト

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,731				392				310		1,014		1		14		14%				9.8

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,704		0		1,640				0		64						13%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,211				1,205				3		3						10%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		11%				消費電力 ショウヒ デンリョク		9,800		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				252				200		5		3		44		1				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		5%				石炭火力 セキタン カリョク		915

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,518		1,400		2,000		57		300		1,165		565		31		44%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		935

				業務・サービス ギョウム				2,220		10		580				321		1,238		70		1		18%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		44%				ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				12,636		1,410		6,017		62		937		3,528		637		45		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		24%				原子力 ゲンシリョク		1,900		容量 ヨウリョウ		64		ＧＷ

				2015年度比 ネンド ヒ				94%		11%		48%		0%		7%		28%		5%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		7%				再エネ サイ		2,400		発電量 ハツデン リョウ		730		億ｋＷｈ オク



				シートＣ：2050年度推定（削減幅最大の場合） ネンド スイテイ サクゲンハバ サイダイ バアイ

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,217				285				210		713		1		9		13%				5.2

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,199		0		1,154				0		45						13%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				893				888				2		2						10%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		25%				消費電力 ショウヒ デンリョク		7,102		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				186				152		3		2		29		0				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		16%				石炭火力 セキタン カリョク		0

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				3,966		1,025		1,401		38		223		885		362		31		44%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		202

				業務・サービス ギョウム				1,637		11		430				247		882		66		1		18%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		84%				ガス火力 カリョク		900		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				9,098		1,036		4,311		42		684		2,557		429		40		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		62%				原子力 ゲンシリョク		1,600		容量 ヨウリョウ		200		ＧＷ

				2015年度比 ネンド ヒ				68%		11%		47%		0%		8%		28%		5%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		35%				再エネ サイ		4,400		発電量 ハツデン リョウ		2,453		億ｋＷｈ オク



				シートＤ：2050年度最終形　電化推進 ネンド サイシュウ ケイ デンカ スイシン

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,148				86				63		990		1		9		15%				4.5

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				420		0		115				0		305						6%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				458				266				2		189						6%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		30%				消費電力 ショウヒ デンリョク		12,446		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				133				45		3		2		82		0				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		19%				石炭火力 セキタン カリョク		(0)

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				3,773		923		841		15		89		1,657		217		31		50%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		946

				業務・サービス ギョウム				1,543		5		172				74		1,258		33		1		21%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		63%				ガス火力 カリョク		3,600		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				7,475		928		1,526		19		231		4,480		251		40		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		44%				原子力 ゲンシリョク		2,400		容量 ヨウリョウ		200		ＧＷ

				2015年度比 ネンド ヒ				56%		12%		20%		0%		3%		60%		3%		1%						・ＰＶ比率 ヒリツ		20%				再エネ サイ		5,500		発電量 ハツデン リョウ		2,453		億ｋＷｈ オク

								電化での効率化 デンカ コウリツカ		化石→電力転換比率 カセキ デンリョク テンカン ヒリツ

										石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ

								0.80				0.70				0.70

								0.25				0.90

								0.30				0.70

								0.50				0.70

								0.80		0.10		0.40		0.60		0.60				0.40

								0.80		0.50		0.60				0.70				0.50

								2015年 ネン		2030年 ネン		2050年 ネン		2050年電化推進 ネン デンカ スイシン

						家庭　　　　　　 カテイ		1,873		1,731		1,217		1,148

						運輸（旅客） ウンユ リョキャク		1,838		1,704		1,199		420

						運輸（貨物） ウンユ カモツ		1,239		1,211		893		458

						農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ		288		252		186		133

						製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ		5,850		5,518		3,966		3,773

						業務・サービス ギョウム		2,460		2,220		1,637		1,543

										電力 デンリョク		石油関係 セキユ カンケイ		石炭関係 セキタン カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		熱 ネツ		再エネ サイ

								2015年 ネン		3,340		6,577		1,572		62		1,059		898		41

								2030年 ネン		3,528		6,017		1,410		62		937		637		45

								2050年 ネン		2,557		4,311		1,036		42		684		429		40

								2050年電化推進 ネン デンカ スイシン		4,480		1,526		928		19		231		251		40

										電力 デンリョク		石油関係 セキユ カンケイ		石炭関係 セキタン カンケイ		都市ガス トシ		その他 タ		電力以外電化 デンリョク イガイ デンカ		非電化 ヒ デンカ		合計 ゴウケイ



								2015年確報 ネン カクホウ		3,340		6,577		1,572		1,059		1,000						13,548

								2030年 ネン		3,528		6,017		1,410		937		744		54%		46%		12,636

								2050年 ネン		2,557		4,311		1,036		684		511		3,547		2,995		9,098

								2050年電化推進 ネン デンカ スイシン		4,480		1,526		928		231		310		1,924		2,995		7,475

																		電化による省エネ率 デンカ ショウ リツ		54%





家庭　　　　　　	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	1873.393	1730.83	1217.1946	1147.8946000000001	運輸（旅客）	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	1838.0529999999999	1704.3999999999999	1199.2739999999999	420.32399999999996	運輸（貨物）	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	1238.7729999999999	1211.1399999999999	892.67250000000001	457.55250000000001	農林水産鉱業	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	288.45999999999998	251.85	186.19299999999996	133.11865	製造業・事業所	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	5850.1080000000002	5517.76	3965.9602000000004	3773.0022900000008	業務・サービス	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	2459.6209999999996	2220.0700000000002	1636.9594999999999	1543.1036599999998	







2015年	家庭　　　　　　	運輸（旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱業	製造業・事業所	業務・サービス	1873.393	1838.0529999999999	1238.7729999999999	288.45999999999998	5850.1080000000002	2459.6209999999996	2030年	家庭　　　　　　	運輸（旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱業	製造業・事業所	業務・サービス	1730.83	1704.3999999999999	1211.1399999999999	251.85	5517.76	2220.0700000000002	2050年	家庭　　　　　　	運輸（旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱業	製造業・事業所	業務・サービス	1217.1946	1199.2739999999999	892.67250000000001	186.19299999999996	3965.9602000000004	1636.9594999999999	2050年電化推進	家庭　　　　　　	運輸（旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱業	製造業・事業所	業務・サービス	1147.8946000000001	420.32399999999996	457.55250000000001	133.11865	3773.0022900000008	1543.1036599999998	







2015年	電力	石油関係	石炭関係	天然ガス	都市ガス	熱	再エネ	3340.2139999999999	6577.3440000000001	1571.713	61.807000000000002	1058.924	897.85400000000004	40.552	2030年	電力	石油関係	石炭関係	天然ガス	都市ガス	熱	再エネ	3528.1099999999997	6017	1410.04	61.8	936.93000000000006	636.72	45.449999999999996	2050年	電力	石油関係	石炭関係	天然ガス	都市ガス	熱	再エネ	2556.7479999999996	4310.5290999999997	1035.8416	41.546700000000001	684.24929999999995	429.10650000000004	40.232599999999998	2050年電化推進	電力	石油関係	石炭関係	天然ガス	都市ガス	熱	再エネ	4480.4073499999995	1525.83266	928.01564000000008	18.588480000000001	230.57757000000004	251.34140000000005	40.232599999999998	





電力	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	3340.2139999999999	3528.1099999999997	2556.7479999999996	4480.4073499999995	石油関係	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	6577.3440000000001	6017	4310.5290999999997	1525.83266	石炭関係	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	1571.713	1410.04	1035.8416	928.01564000000008	天然ガス	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	61.807000000000002	61.8	41.546700000000001	18.588480000000001	都市ガス	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	1058.924	936.93000000000006	684.24929999999995	230.57757000000004	熱	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	897.85400000000004	636.72	429.10650000000004	251.34140000000005	再エネ	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	40.552	45.449999999999996	40.232599999999998	40.232599999999998	





電力	

2015年確報	2050年	2050年電化推進	3340.2139999999999	2556.7479999999996	4480.4073499999995	石油関係	

2015年確報	2050年	2050年電化推進	6577.3440000000001	4310.5290999999997	1525.83266	石炭関係	

2015年確報	2050年	2050年電化推進	1571.713	1035.8416	928.01564000000008	都市ガス	

2015年確報	2050年	2050年電化推進	1058.924	684.24929999999995	230.57757000000004	その他	

2015年確報	2050年	2050年電化推進	1000.2130000000001	510.88580000000002	310.16248000000002	







ＥＶ普及推定

						2015年度 ネン ド		2020年度 ネンド		2025年度 ネンド		2030年度 ネンド		2035年度 ネンド		2040年度 ネンド		2045年度 ネンド		2050年度 ネンド

				人口（千人） ジンコウ センニン		126,597		124,100		120,659		116,618		112,124		107,276		102,210		97,076		人口問題研究所推定(2012年)・出生中位/死亡中位のケース ジンコウ モンダイ ケンキュウショ スイテイ ネン シュッセイ チュウイ シボウ チュウイ

						100%		98%		95%		92%		89%		85%		81%		77%

				自動車登録台数推定（万台） ジドウシャ トウロク ダイスウ スイテイ マンダイ																		2015年・H28(2016)実績統計値（11月末時点）より作成　https://www.airia.or.jp/publish/statistics/number.html ネン ジッセキ トウケイ チ ガツマツ ジテン サクセイ

				計 ケイ		7,597		7,523		7,336		7,115		6,869		6,604		6,327		6,046

				自家用車 ジカヨウシャ		6,110		6,051		5,884		5,687		5,468		5,232		4,985		4,735		人口比で台数減とみる。＋前年比１％増を織り込む。 ジンコウヒ ダイスウ ゲン ゼンネン ヒ ゾウ オ コ

				バス等 トウ		23		23		22		21		20		19		19		18		人口比で台数減とみる。 ジンコウヒ ダイスウ ゲン

				乗用車（商用） ジョウヨウシャ ショウヨウ		24		24		23		23		23		22		22		21		人口減の半分を台数減へ反映 ジンコウゲン ハンブン ダイスウ ゲン ハンエイ

				トラック等 トウ		1,440		1,426		1,406		1,383		1,358		1,330		1,301		1,272		人口減の半分を台数減へ反映 ジンコウゲン ハンブン ダイスウ ゲン ハンエイ

				新車販売/年 シンシャ ハンバイ ネン

				全体 ゼンタイ		500		万台 マン ダイ		この半数がＥＶ程度でも30年間で6000万台のストックの入れ替えは可能。 ハンスウ テイド ネン カン マンダイ イ カ カノウ

				中・大型 チュウ オオガタ		8		万台 マン ダイ		トラックの多くがこのカテゴリーであるとすれば、強制的な入れ替えがないと30年かけても200万台強（１８％程度）の電化しかできない。 オオ キョウセイテキ イ カ ネン マンダイ キョウ テイド デンカ



				直近の傾向 チョッキン ケイコウ		2000年 ネン		2005年 ネン		2010年 ネン		2011年 ネン		2012年 ネン		2013年 ネン		2014年 ネン		2015年 ネン

				人口 ジンコウ		126,926		127,768		128,057		127,753		127,498		127,247		126,959		126,597

				計 ケイ		6,988		7,338		7,366		7,350		7,396		7,443		7,503		7,540

				乗用車 ジョウヨウシャ		5,122		5,629		5,790		5,814		5,873		5,936		6,005		6,052

				貨物 カモツ		1,842		1,686		1,553		1,514		1,501		1,485		1,475		1,465

				乗合 ノリアイ		24		23		23		23		23		23		23		23

				人口 ジンコウ		100%		101%		101%		101%		100%		100%		100%		100%		微増・微減でほぼ横ばい ビゾウ ビゲン ヨコ

				計 ケイ		100%		105%		105%		105%		106%		107%		107%		108%		その中で微増傾向 ナカ ビゾウ ケイコウ

				乗用車 ジョウヨウシャ		100%		110%		113%		114%		115%		116%		117%		118%		人口変動に関係なく増加傾向（これをどう推定に反映させる？） ジンコウ ヘンドウ カンケイ ゾウカ ケイコウ スイテイ ハンエイ

				貨物 カモツ		100%		92%		84%		82%		81%		81%		80%		80%		結構減っているがどう読む？ ケッコウ ヘ ヨ

				乗合 ノリアイ		100%		98%		97%		96%		96%		96%		96%		97%		微減傾向 ビゲン ケイコウ





省エネ電化設定



						エネ基・計画 モトイ ケイカク

								エネルギー消費 ショウヒ								1.7％成長 セイチョウ		省エネ努力 ショウ ドリョク

						（ＰＪ）		2013年 ネン		電力比率 デンリョク ヒリツ				（ＰＪ）		2030年 ネン		2030年 ネン		電力比率 デンリョク ヒリツ		省エネ ショウ

						合計 ゴウケイ		13,992						合計 ゴウケイ		14,585		12,635				13%

						電力 デンリョク		3,477		25%				電力 デンリョク		4,084		3,528		28%		14%

						石油他 セキユ ホカ		10,515						石油他 セキユ ホカ		10,501		9,107				13%

						電力消費 デンリョク ショウヒ		9,666						電力消費 デンリョク ショウヒ		11,353		9,808

						（億ｋＷｈ） オク								（億ｋＷｈ） オク

																				0.924										0.65

						最新実績値（速報ベース） サイシン ジッセキチ ソクホウ								同一消費構造 ドウイツ ショウヒ コウゾウ						0.95										0.7

						2015年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ		2030年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ				2050年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						家庭 カテイ		963		910		1,873		家庭 カテイ		1,014		717		1,731				家庭 カテイ		713		504		1,217		0.62

						事業 ジギョウ		2,324		6,086		8,410		事業 ジギョウ		2,447		5,543		7,990				事業 ジギョウ		1,803		4,084		5,887		0.65

						運輸（旅客） ウンユ リョキャク		61		1,783		1,844		運輸（旅客） ウンユ リョキャク		64		1,640		1,704				運輸（旅客） ウンユ リョキャク		45		1,153		1,199		0.65

						運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,272		1,275		運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,208		1,211				運輸（貨物） ウンユ カモツ		2		890		893		0.75

						合計 ゴウケイ		3,351		10,051		13,402		合計 ゴウケイ		3,528		9,107		12,635				合計 ゴウケイ		2,564		6,632		9,196

						電化率 デンカ リツ		25%						電化率 デンカ リツ		28%				12,635				電化率 デンカ リツ		28%

														電化推進ケース デンカ スイシン

						電化による効率化 デンカ コウリツカ								2030年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ				2050年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						・家庭におけるガス・石油の電化＝ カテイ セキユ デンカ						0.8		家庭 カテイ		1,186		502		1,688				家庭 カテイ		915		252		1,167

						・事業におけるガス・石油の電化＝ ジギョウ セキユ デンカ						0.7		事業 ジギョウ		3,223		4,434		7,657				事業 ジギョウ		3,232		2,042		5,274

						・運輸における石油の電化＝ ウンユ セキユ デンカ						0.25		運輸（旅客） ウンユ リョキャク		228		984		1,212				運輸（旅客） ウンユ リョキャク		305		115		420

												0.25		運輸（貨物） ウンユ カモツ		33		1,087		1,121				運輸（貨物） ウンユ カモツ		114		445		559

														合計 ゴウケイ		4,670		7,007		11,677		8%		合計 ゴウケイ		4,566		2,855		7,420		19%

														電化率 デンカ リツ		40%								電化率 デンカ リツ		62%

														家庭 カテイ				0.3						家庭 カテイ				0.5

														事業 ジギョウ				0.2						事業 ジギョウ				0.5

														運輸（旅客） ウンユ リョキャク				0.4						運輸（旅客） ウンユ リョキャク				0.9

														運輸（貨物） ウンユ カモツ				0.1						運輸（貨物） ウンユ カモツ				0.5

						2015年度消費エネルギー構造（速報値） ネン ド ショウヒ コウゾウ ソクホウ チ

						2015年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						家庭 カテイ		963		910		1,873

						事業 ジギョウ		2,324		6,086		8,410

						運輸（旅客） ウンユ リョキャク		61		1,783		1,844

						運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,272		1,275

						合計 ゴウケイ		3,351		10,051		13,402

						電化率 デンカ リツ		25%

						2030年度推定値（エネ基ベース） ネンド スイテイチ モト

						2030年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						家庭 カテイ		1,014		717		1,731

						事業 ジギョウ		2,447		5,543		7,990

						運輸（旅客） ウンユ リョキャク		64		1,640		1,704

						運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,208		1,211

						合計 ゴウケイ		3,528		9,107		12,635

						電化率 デンカ リツ		28%

						2050年推定値（削減幅最大の場合） ネン スイテイチ サクゲンハバ サイダイ バアイ

						2050年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						家庭 カテイ

						事業 ジギョウ

						運輸（旅客） ウンユ リョキャク

						運輸（貨物） ウンユ カモツ

						合計 ゴウケイ

						電化率 デンカ リツ		ERROR:#DIV/0!







































A_消費_炭素変換2015

				消費構造→投入1次エネルギー推定→発生炭素推定ワークシート ショウヒ コウゾウ トウニュウ ジ スイテイ ハッセイ タンソ スイテイ



				目的 モクテキ		消費構造から1次エネルギーの投入量を推定する。（基本のフローは2015年度実績）　その投入量から排出炭素量を計算する。 ショウヒ コウゾウ ジ トウニュウ リョウ スイテイ キホン ネンド ジッセキ

						（与えた消費構造が目標とする退出量削減に対し十分なレベルかどうか検証する。） アタ ショウヒ コウゾウ モクヒョウ タイシュツ リョウ サクゲン タイ ジュウブン ケンショウ

				使用方法 シヨウ ホウホウ

								：この部分に入力する。入力項目は、 ブブン ニュウリョク ニュウリョク コウモク

								①各消費セグメント毎の消費構造（どこまで消費の電化を織込むべきか） カク ショウヒ ゴト ショウヒ コウゾウ ショウヒ デンカ オリコ

								②発電量中の再エネ・非化石電力量（再エネ比率、非化石比率はどうあるべきか） ハツデン リョウ チュウ サイ ヒ カセキ デンリョク リョウ サイ ヒリツ ヒ カセキ ヒリツ

								③火力の内訳設定（どこまで石炭を減らしガス化するか） カリョク ウチワケ セッテイ セキタン ヘ カ

								④発電電力/消費電力の比率（固定値とすべきか） ハツデン デンリョク ショウヒ デンリョク ヒリツ コテイチ																シート：省エネ電化設定より転記。 ショウ デンカ セッテイ テンキ

								⑤火力のエネルギー転換効率（燃料別の効率設定） カリョク テンカン コウリツ ネンリョウ ベツ コウリツ セッテイ																事業用は、2015年比率で製造・業務等へ分割 ジギョウヨウ ネン ヒリツ セイゾウ ギョウム トウ ブンカツ

								⑥支配的ではないが、熱発生のためのエネルギ源構造 シハイテキ ネツ ハッセイ ゲン コウゾウ

				2015年度実績・速報ベース ネンド ジッセキ ソクホウ																						作業用 サギョウ ヨウ



				消費構造入力 ショウヒ コウゾウ ニュウリョク				(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ		目標値 モクヒョウチ		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,873				493				402		964		1		14		14%		1,873		964		910

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,845		0		1,783				0		61						14%		1,845		61		1,783

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,275				1,269				3		3						10%		1,275		3		1,272

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				266				217		5		3		42		1				2%		266		42		224

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,808		1,530		2,092		57		333		1,106		659		31		43%		5,808		1,106		4,701

				業務・サービス ギョウム				2,337		16		662				380		1,176		101		1		17%		2,337		1,176		1,161

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,403		1,547		6,515		62		1,121		3,352		762		45		100%		13,403		3,352		10,051

										12%		49%		0%		8%		25%		6%		0%

								転換効率 テンカン コウリツ		0.991		0.991				0.985				0.800

				投入1次エネルギー推定 トウニュウ ジ スイテイ

								小計 ショウケイ														直接消費 チョクセツ ショウヒ		投入計 トウニュウ ケイ		tC/PJ		排出 ハイシュツ		（ｔ）

						石炭 セキタン		5,050		1,561								3,258		232		1.0%		5,101		24420		124,562,516

						石油 セキユ		7,723				6,574						899		250		5.0%		8,109		18990		153,990,082

						ガス		4,786						62		1,138		3,426		160		0.0%		4,786		13960		66,805,969

																						非化石分 ヒ カセキ ブン		822		排出計 ハイシュツ ケイ		345,358,567				346,195

										発電種別 ハツデン シュベツ								消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ				投入合計 トウニュウ ゴウケイ		18,817				3.45		億ｔＣ オク		3.46

								消費電力 ショウヒ デンリョク		9,312		（億ｋＷｈ） オク						非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				15%				CO2排出計 ハイシュツ ケイ		12.7		億ｔCO2 オク		12.7

								石炭火力 セキタン カリョク		3,306								再エネ比率＝ サイ ヒリツ				14%

								石油火力 セキユ カリョク		935								ＰＶ比率＝ ヒリツ				4%						目標値 モクヒョウチ

								ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ						1次エネルギー消費中の（自給率） ジ ショウヒ チュウ ジキュウリツ								2013年 ネン		13.1		億tCO2 オク

								原子力 ゲンシリョク		94		容量 ヨウリョウ		28		ＧＷ		非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				4%				2030年 ネン		9.7		２６％減 ゲン

								再エネ サイ		1,327		発電量 ハツデン リョウ		340		億ｋＷｈ オク		再エネ比率＝ サイ ヒリツ				3%				2050年 ネン		2.6		８０％減 ゲン



				2015年度実績・確報ベース ネンド ジッセキ カクホウ																						作業用 サギョウ ヨウ



				消費構造入力 ショウヒ コウゾウ ニュウリョク				(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ		目標値 モクヒョウチ		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,873				493				402		963		1		14		14%		1,873		963		910

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,838		0		1,776				0		61						14%		1,838		61		1,777

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,239				1,233				3		3						9%		1,239		3		1,236

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				288				241		5		2		41		0				2%		288		41		248

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,850		1,545		2,136		57		336		1,047		703		26		44%		5,850		1,047		4,803

				業務・サービス ギョウム				2,460		26		699				315		1,225		193		1		18%		2,460		1,225		1,235

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,548		1,572		6,577		62		1,059		3,340		898		41		101%		13,548		3,340		10,208

										12%		49%		0%		8%		25%		7%		0%

								転換効率 テンカン コウリツ		0.991		0.991				0.985				0.800

				投入1次エネルギー推定 トウニュウ ジ スイテイ

								小計 ショウケイ														直接消費 チョクセツ ショウヒ		投入計 トウニュウ ケイ		tC/PJ		排出 ハイシュツ		（ｔ）

						石炭 セキタン		5,076		1,586								3,258		232		1.0%		5,127		24420		125,190,022

						石油 セキユ		7,786				6,637						899		250		5.0%		8,175		18990		155,250,718

						ガス		4,723						62		1,075		3,426		160		0.0%		4,723		13960		65,927,706

																						非化石分 ヒ カセキ ブン		ERROR:#DIV/0!		排出計 ハイシュツ ケイ		346,368,446				346,195

										発電種別 ハツデン シュベツ								消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ				投入合計 トウニュウ ゴウケイ		ERROR:#DIV/0!				3.46		億ｔＣ オク		3.46

								消費電力 ショウヒ デンリョク		0		（億ｋＷｈ） オク						非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				0%				CO2排出計 ハイシュツ ケイ		12.7		億ｔCO2 オク		12.7

								石炭火力 セキタン カリョク		0								再エネ比率＝ サイ ヒリツ				0%

								石油火力 セキユ カリョク		0								ＰＶ比率＝ ヒリツ				ERROR:#DIV/0!						目標値 モクヒョウチ

								ガス火力 カリョク		0		再エネ中のＰＶ サイ チュウ						1次エネルギー消費中の（自給率） ジ ショウヒ チュウ ジキュウリツ								2013年 ネン		13.1		億tCO2 オク

								原子力 ゲンシリョク		0		容量 ヨウリョウ		28		ＧＷ		非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				ERROR:#DIV/0!				2030年 ネン		9.7		２６％減 ゲン

								再エネ サイ		0		発電量 ハツデン リョウ		340		億ｋＷｈ オク		再エネ比率＝ サイ ヒリツ				ERROR:#DIV/0!				2050年 ネン		2.6		８０％減 ゲン



						消費構造は2015年度実績速報ベース。ここから2030年度、2050年度の排出量削減目標に向けて、どのような消費構造へ転換すべきか検討する。 ショウヒ コウゾウ ネンド ジッセキ ソクホウ ネンド ネンド ハイシュツ リョウ サクゲン モクヒョウ ム ショウヒ コウゾウ テンカン ケントウ



						発電のための投入エネルギー（化石燃料分）推定 ハツデン トウニュウ カセキ ネンリョウ ブン スイテイ

														発電種別入力 ハツデン シュベツ ニュウリョク				9,312		億ｋＷｈ オク		ＰＪ＝		2.7778		億ｋＷｈ

																石炭火力 セキタン カリョク		3,306

																石油火力 セキユ カリョク		935

																ガス火力 カリョク		3650

														2015年 ネン		原子力 ゲンシリョク		94		再エネ比率 サイ ヒリツ		非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ

														0.4316546763		再エネ サイ		1327		14%		15%

								発電投入エネルギー ハツデン トウニュウ		(PJ)				変換効率 ヘンカン コウリツ				発生端 ハッセイ ハシ		2015年実績 ネン ジッセキ

								石炭 セキタン		3,258				40.0%		石炭火力 セキタン カリョク		3,620		1.10

								石油 セキユ		899				41.0%		石油火力 セキユ カリョク		1,024

								ガス		3,426				42.0%		ガス火力 カリョク		3,997





																		熱のための投入エネルギー内訳設定 ネツ トウニュウ ウチワケ セッテイ

																		熱源内訳 ネツゲン ウチワケ

																		発生端 ハッセイ ハシ		952

																		石炭 セキタン		232

																		石油 セキユ		250

																		ガス		160

																		再エネ サイ		310

																		(		952		)





推定値入力

コメント：
・エネ基、高度化法前提、非化石４４％、再エネ２４％
・このためには、原発2200万ｋＷ程度、20基以上の稼働が必要。



B_消費_炭素変換2030

				消費構造→投入1次エネルギー推定→発生炭素推定ワークシート ショウヒ コウゾウ トウニュウ ジ スイテイ ハッセイ タンソ スイテイ



				目的 モクテキ		消費構造から1次エネルギーの投入量を推定する。（基本のフローは2015年度実績）　その投入量から排出炭素量を計算する。 ショウヒ コウゾウ ジ トウニュウ リョウ スイテイ キホン ネンド ジッセキ

						（与えた消費構造が目標とする退出量削減に対し十分なレベルかどうか検証する。） アタ ショウヒ コウゾウ モクヒョウ タイシュツ リョウ サクゲン タイ ジュウブン ケンショウ

				使用方法 シヨウ ホウホウ

								：この部分に入力する。入力項目は、 ブブン ニュウリョク ニュウリョク コウモク

								①各消費セグメント毎の消費構造（どこまで消費の電化を織込むべきか） カク ショウヒ ゴト ショウヒ コウゾウ ショウヒ デンカ オリコ

								②発電量中の再エネ・非化石電力量（再エネ比率、非化石比率はどうあるべきか） ハツデン リョウ チュウ サイ ヒ カセキ デンリョク リョウ サイ ヒリツ ヒ カセキ ヒリツ

								③火力の内訳設定（どこまで石炭を減らしガス化するか） カリョク ウチワケ セッテイ セキタン ヘ カ

								④発電電力/消費電力の比率（固定値とすべきか） ハツデン デンリョク ショウヒ デンリョク ヒリツ コテイチ																シート：省エネ電化設定より転記。 ショウ デンカ セッテイ テンキ

								⑤火力のエネルギー転換効率（燃料別の効率設定） カリョク テンカン コウリツ ネンリョウ ベツ コウリツ セッテイ																事業用は、2015年比率で製造・業務等へ分割 ジギョウヨウ ネン ヒリツ セイゾウ ギョウム トウ ブンカツ

								⑥支配的ではないが、熱発生のためのエネルギ源構造 シハイテキ ネツ ハッセイ ゲン コウゾウ

				2030年度推定・エネ基ベース ネンド スイテイ モト																						作業用 サギョウ ヨウ



				消費構造入力 ショウヒ コウゾウ ニュウリョク				(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ		目標値 モクヒョウチ		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,731				392				310		1,014		1		14		14%		1,731		1,014		717

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,704		0		1,640				0		64						13%		1704		64		1,640

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,211				1,205				3		3						10%		1211		3		1,208

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				252				200		5		3		44		1				2%		252		44		208

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,518		1,400		2,000		57		300		1,165		565		31		44%		5,518		1,165		4,353

				業務・サービス ギョウム				2,220		10		580				321		1,238		70		1		18%		2,220		70		2,150

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				12,636		1,410		6,017		62		937		3,528		637		45		100%		12,636		3,528		9,108

										11%		48%		0%		7%		28%		5%		0%

								転換効率 テンカン コウリツ		0.991		0.991				0.985				0.800

				投入1次エネルギー推定 トウニュウ ジ スイテイ

								小計 ショウケイ														直接消費 チョクセツ ショウヒ		投入計 トウニュウ ケイ		tC/PJ		排出 ハイシュツ		（ｔ）

						石炭 セキタン		2,445		1,423								902		120		1.0%		2,469		24420		60,302,965

						石油 セキユ		7,151				6,072						899		180		5.0%		7,508		18990		142,580,503

						ガス		4,625						62		951		3,426		186		0.0%		4,625		13960		64,561,598

																						非化石分 ヒ カセキ ブン		1,858		排出計 ハイシュツ ケイ		267,445,066

										発電種別 ハツデン シュベツ								消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ				投入合計 トウニュウ ゴウケイ		16,460				2.67		億ｔＣ オク

								消費電力 ショウヒ デンリョク		9,800		（億ｋＷｈ） オク						非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				44%				CO2排出計 ハイシュツ ケイ		9.8		億ｔCO2 オク

								石炭火力 セキタン カリョク		915								再エネ比率＝ サイ ヒリツ				24%

								石油火力 セキユ カリョク		935								ＰＶ比率＝ ヒリツ				7%						目標値 モクヒョウチ

								ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ						1次エネルギー消費中の（自給率） ジ ショウヒ チュウ								2013年 ネン		13.1		億tCO2 オク

								原子力 ゲンシリョク		1,900		容量 ヨウリョウ		64		ＧＷ		非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				11%				2030年 ネン		9.7		２６％減 ゲン

								再エネ サイ		2,400		発電量 ハツデン リョウ		730		億ｋＷｈ オク		再エネ比率＝ サイ ヒリツ				5%				2050年 ネン		2.6		８０％減 ゲン



						エネ基前提と合わせた。ＣＯ２排出量の推定値もほぼエネ庁試算と合致。省エネ１３％、電化率２５％→２８％へ改善している。 モト ゼンテイ ア ハイシュツ リョウ スイテイチ チョウ シサン ガッチ ショウ デンカ リツ カイゼン

						原発20基以上の稼働が必要。（稼働許可、若しくは稼働へ向けて審査中は、計27基。その中で現時点で30年以上稼働したものが10基。） ゲンパツ キ イジョウ カドウ ヒツヨウ カドウ キョカ モ カドウ ム シンサチュウ ケイ キ ナカ ゲンジテン ネンイジョウ カドウ キ

						発電のための投入エネルギー（化石燃料分）推定 ハツデン トウニュウ カセキ ネンリョウ ブン スイテイ

														発電種別入力 ハツデン シュベツ ニュウリョク				9,800		億ｋＷｈ オク		ＰＪ＝		2.7778		億ｋＷｈ

																石炭火力 セキタン カリョク		915

																石油火力 セキユ カリョク		935

																ガス火力 カリョク		3650

														2015年 ネン		原子力 ゲンシリョク		1900		再エネ比率 サイ ヒリツ		非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ

														0.4316546763		再エネ サイ		2400		24%		44%

								発電投入エネルギー ハツデン トウニュウ		(PJ)				変換効率 ヘンカン コウリツ				発生端 ハッセイ ハシ		2015年実績 ネン ジッセキ

								石炭 セキタン		902				40.0%		石炭火力 セキタン カリョク		1,002		1.10

								石油 セキユ		899				41.0%		石油火力 セキユ カリョク		1,024

								ガス		3,426				42.0%		ガス火力 カリョク		3,997





																		熱のための投入エネルギー内訳設定 ネツ トウニュウ ウチワケ セッテイ

																		熱源内訳 ネツゲン ウチワケ

																		発生端 ハッセイ ハシ		796

																		石炭 セキタン		120

																		石油 セキユ		180

																		ガス		186

																		再エネ サイ		310

																		(		796		)





推定値入力

コメント：
・エネ基、高度化法前提、非化石４４％、再エネ２４％
・このためには、原発2200万ｋＷ程度、20基以上の稼働が必要。



消費_炭素変換2030改

				消費構造→投入1次エネルギー推定→発生炭素推定ワークシート ショウヒ コウゾウ トウニュウ ジ スイテイ ハッセイ タンソ スイテイ



				目的 モクテキ		消費構造から1次エネルギーの投入量を推定する。（基本のフローは2015年度実績）　その投入量から排出炭素量を計算する。 ショウヒ コウゾウ ジ トウニュウ リョウ スイテイ キホン ネンド ジッセキ

						（与えた消費構造が目標とする退出量削減に対し十分なレベルかどうか検証する。） アタ ショウヒ コウゾウ モクヒョウ タイシュツ リョウ サクゲン タイ ジュウブン ケンショウ

				使用方法 シヨウ ホウホウ

								：この部分に入力する。入力項目は、 ブブン ニュウリョク ニュウリョク コウモク

								①各消費セグメント毎の消費構造（どこまで消費の電化を織込むべきか） カク ショウヒ ゴト ショウヒ コウゾウ ショウヒ デンカ オリコ

								②発電量中の再エネ・非化石電力量（再エネ比率、非化石比率はどうあるべきか） ハツデン リョウ チュウ サイ ヒ カセキ デンリョク リョウ サイ ヒリツ ヒ カセキ ヒリツ

								③火力の内訳設定（どこまで石炭を減らしガス化するか） カリョク ウチワケ セッテイ セキタン ヘ カ

								④発電電力/消費電力の比率（固定値とすべきか） ハツデン デンリョク ショウヒ デンリョク ヒリツ コテイチ																シート：省エネ電化設定より転記。 ショウ デンカ セッテイ テンキ

								⑤火力のエネルギー転換効率（燃料別の効率設定） カリョク テンカン コウリツ ネンリョウ ベツ コウリツ セッテイ																事業用は、2015年比率で製造・業務等へ分割 ジギョウヨウ ネン ヒリツ セイゾウ ギョウム トウ ブンカツ

								⑥支配的ではないが、熱発生のためのエネルギ源構造 シハイテキ ネツ ハッセイ ゲン コウゾウ

				2030年度・ＰＶ導入促進 ネンド ドウニュウ ソクシン																						作業用 サギョウ ヨウ



				消費構造入力 ショウヒ コウゾウ ニュウリョク				(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ		目標値 モクヒョウチ		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,731				392				310		1,014		1		14		14%		1,688		1,014		674

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,704		0		1,640				0		64						13%		1,212		64		1,148

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,211				1,205				3		3						10%		1,121		3		1,118

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				252				200		5		3		44		1				2%		241		44		197

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,518		1,400		2,000		57		300		1,165		565		31		44%		5,286		1,165		4,121

				業務・サービス ギョウム				2,220		10		580				321		1,238		70		1		18%		2,130		1,238		892

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				12,636		1,410		6,017		62		937		3,528		637		45		100%		11,678		3,528		8,149

										11%		48%		0%		7%		28%		5%		0%

								転換効率 テンカン コウリツ		0.991		0.991				0.985				0.800

				投入1次エネルギー推定 トウニュウ ジ スイテイ

								小計 ショウケイ														直接消費 チョクセツ ショウヒ		投入計 トウニュウ ケイ		tC/PJ		排出 ハイシュツ		（ｔ）

						石炭 セキタン		1,814		1,423								311		80		1.0%		1,832		24420		44,732,572

						石油 セキユ		7,111				6,072						899		140		5.0%		7,466		18990		141,782,923

						ガス		4,595						62		951		3,426		156		0.0%		4,595		13960		64,142,798

																						非化石分 ヒ カセキ ブン		2,074		排出計 ハイシュツ ケイ		250,658,293

										発電種別 ハツデン シュベツ								消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ				投入合計 トウニュウ ゴウケイ		15,967				2.51		億ｔＣ オク

								消費電力 ショウヒ デンリョク		9,800		（億ｋＷｈ） オク						非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				50%				CO2排出計 ハイシュツ ケイ		9.2		億ｔCO2 オク

								石炭火力 セキタン カリョク		315								再エネ比率＝ サイ ヒリツ				31%

								石油火力 セキユ カリョク		935								ＰＶ比率＝ ヒリツ				13%						目標値 モクヒョウチ

								ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ						1次エネルギー消費中の（自給率） ジ ショウヒ チュウ								2013年 ネン		13.1		億tCO2 オク

								原子力 ゲンシリョク		1,900		容量 ヨウリョウ		100		ＧＷ		非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				13%				2030年 ネン		9.7		２６％減 ゲン

								再エネ サイ		3,000		発電量 ハツデン リョウ		1,226		億ｋＷｈ オク		再エネ比率＝ サイ ヒリツ				7%				2050年 ネン		2.6		８０％減 ゲン



						PVを１００Ｇに増やした。2030年度エネ基ベースから化石→電力への転換をは家庭で３０％、業務で２０％、運輸（旅客）で４０％、貨物で１０％とした。 フ ネンド モト カセキ デンリョク テンカン カテイ ギョウム ウンユ リョキャク カモツ

						電力比率を上げて、更に非化石比率をあげないと、この例のように排出量は増加する。2030年１００Ｇでは足りないかも知れない。 デンリョク ヒリツ ア サラ ヒ カセキ ヒリツ レイ ハイシュツ リョウ ゾウカ ネン タ シ

						発電のための投入エネルギー（化石燃料分）推定 ハツデン トウニュウ カセキ ネンリョウ ブン スイテイ

														発電種別入力 ハツデン シュベツ ニュウリョク				9,800		億ｋＷｈ オク		ＰＪ＝		2.7778		億ｋＷｈ

																石炭火力 セキタン カリョク		315

																石油火力 セキユ カリョク		935

																ガス火力 カリョク		3650

														2015年 ネン		原子力 ゲンシリョク		1900		再エネ比率 サイ ヒリツ		非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ

														0.4316546763		再エネ サイ		3000		31%		50%

								発電投入エネルギー ハツデン トウニュウ		(PJ)				変換効率 ヘンカン コウリツ				発生端 ハッセイ ハシ		2015年実績 ネン ジッセキ

								石炭 セキタン		311				40.0%		石炭火力 セキタン カリョク		345		1.10

								石油 セキユ		899				41.0%		石油火力 セキユ カリョク		1,024

								ガス		3,426				42.0%		ガス火力 カリョク		3,997





																		熱のための投入エネルギー内訳設定 ネツ トウニュウ ウチワケ セッテイ

																		熱源内訳 ネツゲン ウチワケ

																		発生端 ハッセイ ハシ		796

																		石炭 セキタン		80

																		石油 セキユ		140

																		ガス		156

																		再エネ サイ		310

																		(		686		)





推定値入力

コメント：
・エネ基、高度化法前提、非化石４４％、再エネ２４％
・このためには、原発2200万ｋＷ程度、20基以上の稼働が必要。



C_消費_炭素変換2050電化28%

				消費構造→投入1次エネルギー推定→発生炭素推定ワークシート ショウヒ コウゾウ トウニュウ ジ スイテイ ハッセイ タンソ スイテイ



				目的 モクテキ		消費構造から1次エネルギーの投入量を推定する。（基本のフローは2015年度実績）　その投入量から排出炭素量を計算する。 ショウヒ コウゾウ ジ トウニュウ リョウ スイテイ キホン ネンド ジッセキ

						（与えた消費構造が目標とする退出量削減に対し十分なレベルかどうか検証する。） アタ ショウヒ コウゾウ モクヒョウ タイシュツ リョウ サクゲン タイ ジュウブン ケンショウ

				使用方法 シヨウ ホウホウ

								：この部分に入力する。入力項目は、 ブブン ニュウリョク ニュウリョク コウモク

								①各消費セグメント毎の消費構造（どこまで消費の電化を織込むべきか） カク ショウヒ ゴト ショウヒ コウゾウ ショウヒ デンカ オリコ

								②発電量中の再エネ・非化石電力量（再エネ比率、非化石比率はどうあるべきか） ハツデン リョウ チュウ サイ ヒ カセキ デンリョク リョウ サイ ヒリツ ヒ カセキ ヒリツ

								③火力の内訳設定（どこまで石炭を減らしガス化するか） カリョク ウチワケ セッテイ セキタン ヘ カ

								④発電電力/消費電力の比率（固定値とすべきか） ハツデン デンリョク ショウヒ デンリョク ヒリツ コテイチ																シート：省エネ電化設定より転記。 ショウ デンカ セッテイ テンキ

								⑤火力のエネルギー転換効率（燃料別の効率設定） カリョク テンカン コウリツ ネンリョウ ベツ コウリツ セッテイ																事業用は、2015年比率で製造・業務等へ分割 ジギョウヨウ ネン ヒリツ セイゾウ ギョウム トウ ブンカツ

								⑥支配的ではないが、熱発生のためのエネルギ源構造 シハイテキ ネツ ハッセイ ゲン コウゾウ

				2050年度推定値（電化２８％で固定） ネンド スイテイチ デンカ コテイ																						作業用 サギョウ ヨウ



				消費構造入力 ショウヒ コウゾウ ニュウリョク				(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ		目標値 モクヒョウチ		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,217				285				210		713		1		9		13%		1,147		713		434

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,199		0		1,154				0		45						13%		507		45		462

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				893				888				2		2						10%		659		2		656

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				186				152		3		2		29		0				2%		166		29		137

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				3,966		1,025		1,401		38		223		885		362		31		44%		3,641		885		2,756

				業務・サービス ギョウム				1,637		11		430				247		882		66		1		18%		1,467		882		585

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				9,098		1,036		4,311		42		684		2,557		429		40		100%		7,586		2,557		5,029

										11%		47%		0%		8%		28%		5%		0%

								転換効率 テンカン コウリツ		0.991		0.991				0.985				0.800

				投入1次エネルギー推定 トウニュウ ジ スイテイ

								小計 ショウケイ														直接消費 チョクセツ ショウヒ		投入計 トウニュウ ケイ		tC/PJ		排出 ハイシュツ		（ｔ）

						石炭 セキタン		1,045		1,045								0		0		1.0%		1,056		24420		25,783,745

						石油 セキユ		4,594				4,350						194		50		5.0%		4,824		18990		91,600,871

						ガス		1,717						42		695		845		136		0.0%		1,717		13960		23,968,253

																						非化石分 ヒ カセキ ブン		2,510		排出計 ハイシュツ ケイ		141,352,869

										発電種別 ハツデン シュベツ								消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ				投入合計 トウニュウ ゴウケイ		10,106				1.41		億ｔＣ オク

								消費電力 ショウヒ デンリョク		7,102		（億ｋＷｈ） オク						非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				84%				CO2排出計 ハイシュツ ケイ		5.2		億ｔCO2 オク

								石炭火力 セキタン カリョク		0								再エネ比率＝ サイ ヒリツ				62%

								石油火力 セキユ カリョク		202								ＰＶ比率＝ ヒリツ				35%						目標値 モクヒョウチ

								ガス火力 カリョク		900		再エネ中のＰＶ サイ チュウ						1次エネルギー消費中の（自給率） ジ ショウヒ チュウ								2013年 ネン		13.1		億tCO2 オク

								原子力 ゲンシリョク		1,600		容量 ヨウリョウ		200		ＧＷ		非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				25%				2030年 ネン		9.7		２６％減 ゲン

								再エネ サイ		4,400		発電量 ハツデン リョウ		2,453		億ｋＷｈ オク		再エネ比率＝ サイ ヒリツ				16%				2050年 ネン		2.6		８０％減 ゲン



						人口減の純減（2015年比７７％）に加え、省エネを１０％以上積んで、電化（シート・省エネ電化設定を参照方）も進めて、非化石率の改善のため、 ジンコウゲン ジュンゲン ネンヒ クワ ショウ イジョウ ツ デンカ ショウ デンカ セッテイ サンショウ カタ スス ヒ カセキ リツ カイゼン

						ＰＶ２００Ｇに加えその他再エネも増設し、原発も数基積み上げて、まだ目標には届かない。とはいえ、このレベルが見えるなら、早く到達すべき。 クワ タ サイ ゾウセツ ゲンパツ スウキ ツ ア モクヒョウ トド ミ ハヤ トウタツ

						発電のための投入エネルギー（化石燃料分）推定 ハツデン トウニュウ カセキ ネンリョウ ブン スイテイ

														発電種別入力 ハツデン シュベツ ニュウリョク				7,102		億ｋＷｈ オク		ＰＪ＝		2.7778		億ｋＷｈ

																石炭火力 セキタン カリョク		0

																石油火力 セキユ カリョク		202

																ガス火力 カリョク		900

														2015年 ネン		原子力 ゲンシリョク		1600		再エネ比率 サイ ヒリツ		非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ

														0.4316546763		再エネ サイ		4400		62%		84%

								発電投入エネルギー ハツデン トウニュウ		(PJ)				変換効率 ヘンカン コウリツ				発生端 ハッセイ ハシ		2015年実績 ネン ジッセキ

								石炭 セキタン		0				40.0%		石炭火力 セキタン カリョク		0		1.10

								石油 セキユ		194				41.0%		石油火力 セキユ カリョク		221

								ガス		845				42.0%		ガス火力 カリョク		986





																		熱のための投入エネルギー内訳設定 ネツ トウニュウ ウチワケ セッテイ

																		熱源内訳 ネツゲン ウチワケ

																		発生端 ハッセイ ハシ		536

																		石炭 セキタン		0

																		石油 セキユ		50

																		ガス		136

																		再エネ サイ		350

																		(		536		)





推定値入力



D_消費_炭素変換2050電化60%

				消費構造→投入1次エネルギー推定→発生炭素推定ワークシート ショウヒ コウゾウ トウニュウ ジ スイテイ ハッセイ タンソ スイテイ



				目的 モクテキ		消費構造から1次エネルギーの投入量を推定する。（基本のフローは2015年度実績）　その投入量から排出炭素量を計算する。 ショウヒ コウゾウ ジ トウニュウ リョウ スイテイ キホン ネンド ジッセキ

						（与えた消費構造が目標とする退出量削減に対し十分なレベルかどうか検証する。） アタ ショウヒ コウゾウ モクヒョウ タイシュツ リョウ サクゲン タイ ジュウブン ケンショウ

				使用方法 シヨウ ホウホウ

								：この部分に入力する。入力項目は、 ブブン ニュウリョク ニュウリョク コウモク

								①各消費セグメント毎の消費構造（どこまで消費の電化を織込むべきか） カク ショウヒ ゴト ショウヒ コウゾウ ショウヒ デンカ オリコ

								②発電量中の再エネ・非化石電力量（再エネ比率、非化石比率はどうあるべきか） ハツデン リョウ チュウ サイ ヒ カセキ デンリョク リョウ サイ ヒリツ ヒ カセキ ヒリツ

								③火力の内訳設定（どこまで石炭を減らしガス化するか） カリョク ウチワケ セッテイ セキタン ヘ カ

								④発電電力/消費電力の比率（固定値とすべきか） ハツデン デンリョク ショウヒ デンリョク ヒリツ コテイチ																シート：省エネ電化設定より転記。 ショウ デンカ セッテイ テンキ

								⑤火力のエネルギー転換効率（燃料別の効率設定） カリョク テンカン コウリツ ネンリョウ ベツ コウリツ セッテイ																事業用は、2015年比率で製造・業務等へ分割 ジギョウヨウ ネン ヒリツ セイゾウ ギョウム トウ ブンカツ

								⑥支配的ではないが、熱発生のためのエネルギ源構造 シハイテキ ネツ ハッセイ ゲン コウゾウ

				2050年度推定値（電化６０％） ネンド スイテイチ デンカ																						作業用 サギョウ ヨウ



				消費構造入力 ショウヒ コウゾウ ニュウリョク				(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ		目標値 モクヒョウチ		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,148				86				63		990		1		9		15%		1,147		990		157

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				420		0		115				0		305						6%		507		305		202

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				458				266				2		189						6%		659		189		470

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				133				45		3		2		82		0				2%		166		82		84

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				3,773		923		841		15		89		1,657		217		31		50%		3,641		1,657		1,984

				業務・サービス ギョウム				1,543		5		172				74		1,258		33		1		21%		1,467		1,258		209

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				7,475		928		1,526		19		231		4,480		251		40		100%		7,586		4,480		3,106

										12%		20%		0%		3%		60%		3%		1%

								転換効率 テンカン コウリツ		0.991		0.991				0.985				0.800

				投入1次エネルギー推定 トウニュウ ジ スイテイ

								小計 ショウケイ														直接消費 チョクセツ ショウヒ		投入計 トウニュウ ケイ		tC/PJ		排出 ハイシュツ		（ｔ）

						石炭 セキタン		936		936								(0)		0		1.0%		945		24420		23,088,993

						石油 セキユ		2,473				1,540						910		24		5.0%		2,597		18990		49,315,906

						ガス		3,672						19		234		3,379		40		0.0%		3,672		13960		51,254,245

																						非化石分 ヒ カセキ ブン		3,094		排出計 ハイシュツ ケイ		123,659,144

										発電種別 ハツデン シュベツ								消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ				投入合計 トウニュウ ゴウケイ		10,308				1.24		億ｔＣ オク

								消費電力 ショウヒ デンリョク		12,446		（億ｋＷｈ） オク						非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				63%				CO2排出計 ハイシュツ ケイ		4.5		億ｔCO2 オク

								石炭火力 セキタン カリョク		(0)								再エネ比率＝ サイ ヒリツ				44%

								石油火力 セキユ カリョク		946								ＰＶ比率＝ ヒリツ				20%						目標値 モクヒョウチ

								ガス火力 カリョク		3,600		再エネ中のＰＶ サイ チュウ						1次エネルギー消費中の（自給率） ジ ショウヒ チュウ								2013年 ネン		13.1		億tCO2 オク

								原子力 ゲンシリョク		2,400		容量 ヨウリョウ		200		ＧＷ		非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				30%				2030年 ネン		9.7		２６％減 ゲン

								再エネ サイ		5,500		発電量 ハツデン リョウ		2,453		億ｋＷｈ オク		再エネ比率＝ サイ ヒリツ				19%				2050年 ネン		2.6		８０％減 ゲン



						人口減の純減（2015年比７７％）に加え、省エネを１０％以上積んで、電化（シート・省エネ電化設定を参照方）も進めて、非化石率の改善のため、 ジンコウゲン ジュンゲン ネンヒ クワ ショウ イジョウ ツ デンカ ショウ デンカ セッテイ サンショウ カタ スス ヒ カセキ リツ カイゼン

						ＰＶ２００Ｇに加えその他再エネも増設し、原発も数基積み上げて、まだ目標には届かない。とはいえ、このレベルが見えるなら、早く到達すべき。 クワ タ サイ ゾウセツ ゲンパツ スウキ ツ ア モクヒョウ トド ミ ハヤ トウタツ

						発電のための投入エネルギー（化石燃料分）推定 ハツデン トウニュウ カセキ ネンリョウ ブン スイテイ

														発電種別入力 ハツデン シュベツ ニュウリョク				12,446		億ｋＷｈ オク		ＰＪ＝		2.7778		億ｋＷｈ

																石炭火力 セキタン カリョク		(0)

																石油火力 セキユ カリョク		946

																ガス火力 カリョク		3600

														2015年 ネン		原子力 ゲンシリョク		2400		再エネ比率 サイ ヒリツ		非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ

														0.4316546763		再エネ サイ		5500		44%		63%

								発電投入エネルギー ハツデン トウニュウ		(PJ)				変換効率 ヘンカン コウリツ				発生端 ハッセイ ハシ		2015年実績 ネン ジッセキ

								石炭 セキタン		(0)				40.0%		石炭火力 セキタン カリョク		(0)		1.10

								石油 セキユ		910				41.0%		石油火力 セキユ カリョク		1,036

								ガス		3,379				42.0%		ガス火力 カリョク		3,942





																		熱のための投入エネルギー内訳設定 ネツ トウニュウ ウチワケ セッテイ

																		熱源内訳 ネツゲン ウチワケ

																		発生端 ハッセイ ハシ		314

																		石炭 セキタン		0

																		石油 セキユ		24

																		ガス		40

																		再エネ サイ		250

																		(		314		)





推定値入力

コメント：
・エネ基、高度化法前提、非化石４４％、再エネ２４％
・このためには、原発2200万ｋＷ程度、20基以上の稼働が必要。



消費構造2015

				エネルギー消費構造（2015年度速報値） ショウヒ コウゾウ ネンド ソクホウ チ

				(1015J)								エネルギー転換 テンカン

								A				B		石炭製品 セキタン セイヒン				石油製品 セキユ セイヒン				ガス製造 セイゾウ				事業用発電 ジギョウヨウ ハツデン				自家用発電 ジカヨウ ハツデン				自家用蒸気 ジカヨウ ジョウキ				地域熱供給 チイキ ネツ キョウキュウ				ロス・自家消費 ジカ ショウヒ				転換・在庫 テンカン ザイコ				統計誤差等 トウケイ ゴサ トウ				C		D

				１次エネルギー供給 ジ キョウキュウ								投入・計 トウニュウ ケイ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		産出計		消費投入

				原子力発電 ゲンシリョク ハツデン				79				(79)														(79)																												0

				大規模水力発電 ダイキボ スイリョク ハツデン				710				(710)														(667)				(43)																								0

				再可未活エネ				963				(918)		(5)												(235)				(313)				(360)				(4)								(0)				(0)				0		45

				天然ガス テンネン				4,806				(4,810)								4		(1,694)				(2,926)				(31)				(21)								(138)						18				43		66		62

				原油　　 ゲンユ				7,408				(7,419)						(7,192)								(227)				(0)				(0)								(0)						11		(0)				11

				石油製品				684				(1,427)		(24)						7,243		(66)				(382)				(350)				(292)				(0)				(312)						14						7,257		6,515

				石炭　　 セキタン				5,075				(4,655)		(1,634)												(2,347)				(311)				(216)								(20)				(52)				(75)				0		421

				石炭製品				58				(583)				1,649										(205)				(124)				(33)								(222)						3						1,652		1,126

				都市ガス トシ				0				(613)												1,734		(124)				(259)				(167)				(15)				(49)												1,734		1,121

				電力　　　　 デンリョク				0				(332)																3,060				563						(4)				(328)										61		3,684		3,352

				熱　　　　 ネツ				0				(125)						(119)																		863				22		(6)										1		886		761

								計 ケイ				(21,671)		(1,664)		1,649		(7,311)		7,247		(1,760)		1,734		(7,191)		3,060		(1,431)		563		(1,089)		863		(22)		22		(1,075)		0		(52)		47		(75)		105		15,290		13,403

														転換効率 テンカン コウリツ		99.1%				99.1%				98.5%				42.5%				39.4%				79.2%				100.3%																D=A+B+C

				１次エネルギー供給・計 ジ キョウキュウ ケイ				19,783																		電力単位記述（億ｋＷｈ） デンリョク タンイ キジュツ オク								計 ケイ																						（億ｋＷｈ） オク

				エネルギー転換（投入）・計 テンカン トウニュウ ケイ				21,671																		産出 サンシュツ		8,500				1,565		10,064																				消費計 ショウヒ ケイ		9,312

				エネルギー（産出）・計 サンシュツ ケイ				15,290																		原子力 ゲンシリョク		94				0		94																				原子力 ゲンシリョク		94

						変換効率 ヘンカン コウリツ		71%																		水力 スイリョク		800				52		852																				水力 スイリョク		852

																										再エネ サイ		電力単位の記述なし デンリョク タンイ キジュツ						475																				再エネ サイ		475

																										火力他 カリョク ホカ		分類・電力単位の記述なし ブンルイ デンリョク タンイ キジュツ						8,643		1.0953170327																		火力他 カリョク ホカ		7,891



														石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ				電力自供比率 デンリョク ジキョウ ヒリツ		15.5%

				家庭　　　 カテイ				1,873								493				402		964		1		14

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,845						0		1,783				0		61

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,275								1,269				3		3

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				266								217		5		3		42		1

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,808						1,530		2,092		57		333		1,106		659		31

				業務・サービス ギョウム				2,337						16		662				380		1,176		101		1

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,403						1,547		6,515		62		1,121		3,352		762		45

						消費/１次供給 ショウヒ ジ キョウキュウ		68%









































2015年度（印刷）

				2015年度速報値 ネンド ソクホウチ																		(PJ)

								石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		熱 ネツ		再エネ サイ		電力 デンリョク		合計 ゴウケイ

				事業用 ジギョウヨウ				1,546		2,971		62		715		760		32		2,324		8,410

						農林水鋼建 ノウリン ミズ コウ ケン		0		217		5		3		1		0		42		266

						製造業 セイゾウギョウ		1,530		2,092		57		333		659		31		1,106		5,808

						業務他 ギョウム ホカ		16		662		0		380		101		1		1,176		2,337

				家庭用 カテイ ヨウ				0		493		0		402		1		14		963		1,873

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				0		1,783		0		0		0		0		61		1,845

						乗用車 ジョウヨウシャ		0		1,542		0		0		0		0		0		1,542

						バス		0		63		0		0		0		0		0		64

						鉄道 テツドウ		0		7		0		0		0		0		61		68

						船舶 センパク		0		49		0		0		0		0		0		49

						航空 コウクウ		0		124		0		0		0		0		0		124

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				0		1,269		0		3		0		0		3		1,275

						自動車 ジドウシャ		0		1,164		0		3		0		0		0		1,167

						鉄道 テツドウ		0		1		0		0		0		0		3		4

						船舶 センパク		0		102		0		0		0		0				102

						航空 コウクウ		0		21		0		0		0		0		0		21

				合計 ゴウケイ				1,546		6,515		62		1,121		762		45		3,352		13,403







































































エネルギー需要構造転換



電力	2013年度
（9666億ｋＷｈ）	2015年度
（9316億ｋＷｈ）	エネ基
2030年度	
（9808億ｋＷｈ）	2030年度
電化推進	
（12671億ｋＷｈ）	エネ基
2050年	
（8168億ｋＷｈ）	2050年度
電化推進	
（13274億ｋＷｈ）	3477	3351	3528	4558	2938	4775	石油他	2013年度
（9666億ｋＷｈ）	2015年度
（9316億ｋＷｈ）	エネ基
2030年度	
（9808億ｋＷｈ）	2030年度
電化推進	
（12671億ｋＷｈ）	エネ基
2050年	
（8168億ｋＷｈ）	2050年度
電化推進	
（13274億ｋＷｈ）	10515	10051	9107	7456	7598	4379	







（ＰＪ=10**15Ｊ）

△６％省エネ

△２１％省エネ

電化による
効率改善
１３％



グラフ

								2013年度
（9666億ｋＷｈ） ネンド オク		2015年度
（9316億ｋＷｈ） ネンド オク		エネ基
2030年度
（9808億ｋＷｈ） モト ネンド オク		2030年度
電化推進
（12671億ｋＷｈ） ネンド デンカ スイシン オク		エネ基
2050年
（8168億ｋＷｈ） モト ネン オク		2050年度
電化推進
（13274億ｋＷｈ） ネンド デンカ スイシン オク

						電力 デンリョク		3477		3351		3528		4558		2938		4775

						石油他 セキユ ホカ		10515		10051		9107		7456		7598		4379

						合計 ゴウケイ



エネルギー需要構造転換



電力	2013年度
（9666億ｋＷｈ）	2015年度
（9316億ｋＷｈ）	エネ基
2030年度	
（9808億ｋＷｈ）	2030年度
電化推進	
（12671億ｋＷｈ）	エネ基
2050年	
（8168億ｋＷｈ）	2050年度
電化推進	
（13274億ｋＷｈ）	3477	3351	3528	4558	2938	4775	石油他	2013年度
（9666億ｋＷｈ）	2015年度
（9316億ｋＷｈ）	エネ基
2030年度	
（9808億ｋＷｈ）	2030年度
電化推進	
（12671億ｋＷｈ）	エネ基
2050年	
（8168億ｋＷｈ）	2050年度
電化推進	
（13274億ｋＷｈ）	10515	10051	9107	7456	7598	4379	







（ＰＪ=10**15Ｊ）

電力比率
２５％

電力比率
２８％

電力比率
３８％

電力比率
２８％

電力比率
５２％

△６％省エネ

△２１％省エネ

電化による
効率改善
１３％



消費構造

				エネルギー消費構造 ショウヒ コウゾウ

				(1015J)

														投入先 トウニュウ サキ

				１次エネルギー供給 ジ キョウキュウ								投入量 トウニュウ リョウ		事業用発電 ジギョウヨウ ハツデン		自家発電 ジカ ハツデン		都市ガス製造 トシ セイゾウ		精製・化学 セイセイ カガク		蒸気・熱供給 ジョウキ ネツ キョウキュウ		石炭製品製造 セキタン セイヒン セイゾウ

				原子力発電 ゲンシリョク ハツデン				0				0

				水力・再可未活エネ スイリョク サイ カ ミ カツ				1,572				1,138		843		290								5

				天然ガス テンネン				5,063				4,882		3,169		31		1,682

				石油　　　　　 セキユ				8,306				7,424		266						7,158

				石炭　　　　　 セキタン				5,117				4,172		2,395		301						215		1,261

										その他？ タ		3,113		814		802		77		19		868		438

														7,487		1,424		1,759		7,277		1,083		1,699

				１次エネルギー供給・計 ジ キョウキュウ ケイ				20,059

				エネルギー転換（投入）・計 テンカン トウニュウ ケイ				20,729						産出量 サンシュツリョウ

				エネルギー（産出）・計 サンシュツ ケイ				15,217						3,163		559		1,747		7,188		871		1,689

						変換効率 ヘンカン コウリツ		73%						42%		39%		99%		99%		80%		99%



														最終エネルギー消費 サイシュウ ショウヒ

														電力 デンリョク		ガス		石油製品 セキユ セイヒン		蒸気・熱 ジョウキ ネツ		石炭製品 セキタン セイヒン		その他 タ

				家庭　　　 カテイ				1,936						986		417		517						16

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,881										1,703						178

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,245										1,245

				企業・事業所 キギョウ ジギョウショ				8,497						2,407		769		2,969		746		1,606

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,559						3,393		1,186		6,434		746		1,606		194

						消費/１次供給 ショウヒ ジ キョウキュウ		68%				構成比 コウセイヒ		25%		9%		47%		6%		12%		1%



														Tank to Wheel		MJ/km		充填・充電効率 ジュウテン ジュウデン コウリツ								ガス電化効率 デンカ コウリツ		石油電化効率 セキユ デンカ コウリツ

														ガソリン		1.69		99.50%		1.70						0.95		0.8

														ディーゼル		1.63		99.50%		1.64

														EV		0.36		86%		0.42

														EV・ガソリン						0.246

														EV・ディー						0.256



														エネルギー転換 テンカン

														最終エネルギー消費 サイシュウ ショウヒ

														電力 デンリョク		ガス		石油製品 セキユ セイヒン		蒸気・熱 ジョウキ ネツ		石炭製品 セキタン セイヒン		その他 タ		ガス電化率 デンカ リツ		石油電化率 セキユ デンカ リツ

				家庭　　　 カテイ				1,868		96%				1,510		83		259						16		0.8		0.5

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				854		45%				336				341						178				0.8

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				967		78%				95				872										0.3

				企業・事業所 キギョウ ジギョウショ				8,123		96%				4,017		615		1,781		746		964				0.2		0.4

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				11,812		87%				5,958		699		3,252		746		964		194

						省エネ率 ショウ リツ		87%				構成比 コウセイヒ		50%		6%		28%		6%		8%		2%





work



						エネ基・計画 モトイ ケイカク

								エネルギー消費 ショウヒ								1.7％成長 セイチョウ		省エネ努力 ショウ ドリョク

						（ＰＪ）		2013年 ネン		電力比率 デンリョク ヒリツ				（ＰＪ）		2030年 ネン		2030年 ネン		電力比率 デンリョク ヒリツ

						合計 ゴウケイ		13,992						合計 ゴウケイ		14,585		12,635

						電力 デンリョク		3,477		25%				電力 デンリョク		4,084		3,528		28%

						石油他 セキユ ホカ		10,515						石油他 セキユ ホカ		10,501		9,107

						電力消費 デンリョク ショウヒ		9,666						電力消費 デンリョク ショウヒ		11,353		9,808

						（億ｋＷｈ） オク								（億ｋＷｈ） オク

																				0.924										0.75

						最新実績値（速報ベース） サイシン ジッセキチ ソクホウ								同一消費構造 ドウイツ ショウヒ コウゾウ						0.95										0.8

						2015年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ		2030年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ				2050年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						家庭 カテイ		963		910		1,873		家庭 カテイ		1,014		717		1,731				家庭 カテイ		823		582		1,405

						事業 ジギョウ		2,324		6,086		8,410		事業 ジギョウ		2,447		5,543		7,990				事業 ジギョウ		2,060		4,668		6,728

						運輸（旅客） ウンユ リョキャク		61		1,783		1,844		運輸（旅客） ウンユ リョキャク		64		1,640		1,704				運輸（旅客） ウンユ リョキャク		52		1,331		1,383

						運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,272		1,275		運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,208		1,211				運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,017		1,020

						合計 ゴウケイ		3,351		10,051		13,402		合計 ゴウケイ		3,528		9,107		12,635				合計 ゴウケイ		2,938		7,598		10,536

						電化率 デンカ リツ		25%						電化率 デンカ リツ		28%				12,635				電化率 デンカ リツ		28%

														電化推進ケース デンカ スイシン

						電化による効率化 デンカ コウリツカ								2030年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ				2050年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						・家庭におけるガス・石油の電化＝ カテイ セキユ デンカ						0.7		家庭 カテイ		1,164		502		1,666				家庭 カテイ		1,108		175		1,283

						・事業におけるガス・石油の電化＝ ジギョウ セキユ デンカ						0.6		事業 ジギョウ		3,112		4,434		7,546				事業 ジギョウ		3,741		1,867		5,608

						・運輸における石油の電化＝ ウンユ セキユ デンカ						0.25		運輸（旅客） ウンユ リョキャク		146		1,312		1,458				運輸（旅客） ウンユ リョキャク		352		133		485

												0.25		運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,208		1,211				運輸（貨物） ウンユ カモツ		206		203		410

														合計 ゴウケイ		4,426		7,456		11,881		6%		合計 ゴウケイ		5,406		2,378		7,785		26%

														電化率 デンカ リツ		37%								電化率 デンカ リツ		69%

														家庭 カテイ				0.3						家庭 カテイ				0.7

														事業 ジギョウ				0.2						事業 ジギョウ				0.6

														運輸（旅客） ウンユ リョキャク				0.2						運輸（旅客） ウンユ リョキャク				0.9

														運輸（貨物） ウンユ カモツ				0						運輸（貨物） ウンユ カモツ				0.8





消費構造転換2015_2030_2050



				2015年度実績・速報値 ネンド ジッセキ ソクホウチ						石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,873				493				402		964		1		14		14%

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,845		0		1,783				0		61						14%

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,275				1,269				3		3						10%

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				266				217		5		3		42		1				2%

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,808		1,530		2,092		57		333		1,106		659		31		43%

				業務・サービス ギョウム				2,337		16		662				380		1,176		101		1		17%

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,403		1,547		6,515		62		1,121		3,352		762		45		100%

										12%		49%		0%		8%		25%		6%		0%






Graph2



電力消費のCO2フリー化（脱炭素化）



CO2フリー電力（再エネ等）	

2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	501	3584.3258799999999	CO2排出電力	

2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	2839	896.08146999999963	電力以外（化石・バイオ燃料、水素）	2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	10208	2994.5883500000009	

PJ(ペタ・ジュール）













ビジョン用グラフ個別

										電化前 デンカ マエ		電化率 デンカ リツ		電化効率 デンカ コウリツ		電化後 デンカ ゴ		削減率 サクゲン リツ

								化石燃料 カセキ ネンリョウ		152		-		0%		46

								電力への転換 デンリョク テンカン				70%		-		-

								化石燃料からの転換 カセキ ネンリョウ テンカン		-				50%		53

								電力 デンリョク		29		-		-		29

								その他エネルギー タ		5		-		0%		5

								合計 ゴウケイ		186		-		-		133		71%

										152

										電化前 デンカ マエ		電化後 デンカ ゴ		電化率 デンカ リツ		電化効率 デンカ コウリツ		削減率 サクゲン リツ

								化石燃料 カセキ ネンリョウ		46		46		-		0%

								電力への転換 デンリョク テンカン		106		-		70%		-

								化石燃料からの転換 カセキ ネンリョウ テンカン		-		53				50%

								電力 デンリョク		29		29		-		-

								その他エネルギー タ		5		5		-		0%

								合計 ゴウケイ		186		133		-		-		71%





化石燃料	電化前	電化後	45.600000000000009	45.600000000000009	電力への転換	電化前	電化後	106.39999999999999	0	化石燃料からの転換	電化前	電化後	0	53.199999999999996	電力	電化前	電化後	29	29	その他エネルギー	電化前	電化後	5	5	









セクターカップリング

						PJ

				最終エネルギー消費 サイシュウ ショウヒ						1.7523851979

										1.3414393263

						2015年度実績 ネン ド ジッセキ		2050年度
現行政策シナリオ ネンド ゲンコウ セイサク		2050年度
電化推進シナリオ ネンド デンカ スイシン				2015年度実績 ネン ド ジッセキ						2015年実績 ネン ジッセキ		2050年度
電化推進シナリオ ネンド デンカ スイシン

				電力 デンリョク		3,340		2,557		4,480				24.65%		28.10%		CO2フリー電力（再エネ等） デンリョク サイ トウ		501		3,584

				電力以外（化石燃料等） デンリョク イガイ カセキ ネンリョウ トウ		10,208		6,542		2,995				75.35%		71.90%		CO2排出電力 ハイシュツ デンリョク		2,839		896

				合計 ゴウケイ		13,548		9,098		7,475								電力以外（化石・バイオ燃料、水素） デンリョク イガイ カセキ ネンリョウ スイソ		10,208		2,995

																				13,548		7,475

								67.2%		82.2%				1.3414393263						13,047		3,891		0.2982041711

		オリジナル						67.2%		55.2%

		修正後 シュウセイ ゴ



電力化によるエネルギー消費の削減（高効率化）



電力	[系列名]
約25％
[系列名]
約28％
[系列名]
約60％

2015年度実績	2050年度
現行政策シナリオ	2050年度
電化推進シナリオ	3340	2556.7479999999996	4480.4073499999995	電力以外（化石燃料等）	2015年度実績	2050年度
現行政策シナリオ	2050年度
電化推進シナリオ	10208	6541.5058000000008	2994.5883500000009	
PJ（ペタ・ジュール）




電力消費のCO2フリー化（脱炭素化）

CO2フリー電力（再エネ等）	
2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	501	3584.3258799999999	CO2排出電力	
2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	2839	896.08146999999963	電力以外（化石・バイオ燃料、水素）	2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	10208	2994.5883500000009	
PJ(ペタ・ジュール）





電力化によるエネルギー消費の削減（高効率化）

電力	[系列名]
約25％
[系列名]
約28％
[系列名]
約60％

2015年度実績	2050年度
現行政策シナリオ	2050年度
電化推進シナリオ	3340	2556.7479999999996	4480.4073499999995	電力以外（化石燃料等）	2015年度実績	2050年度
現行政策シナリオ	2050年度
電化推進シナリオ	10208	6541.5058000000008	2994.5883500000009	
PJ（ペタ・ジュール）




電力消費のCO2フリー化（脱炭素化）

CO2フリー電力（再エネ等）	
2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	501	3584.3258799999999	CO2排出電力	
2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	2839	896.08146999999963	電力以外（化石・バイオ燃料、水素）	2015年実績	2050年度
電化推進シナリオ	10208	2994.5883500000009	
PJ(ペタ・ジュール）







ビジョン用グラフ

						2015確報 カクホウ				2030エネ基ベース キ				2050年推定 ネン スイテイ				2050年電化推進 ネン デンカ スイシン

				家庭		1,873		92.4%		1731		65.0%		1217				1148		94.3%

				運輸(旅客） ウンユ タビ キャク		1,838		92.7%		1704		65.2%		1199				420		35.0%

				運輸（貨物） カ		1,239		97.8%		1211		72.1%		893				458		51.3%

				農林水産鉱建設業 ノウリン スイサン コウ ギョウ		288		87.4%		252		64.5%		186				133		71.5%

				製造業		5,850		94.3%		5518		67.8%		3966				3773		95.1%

				業務他 (第三次産業) ギョウム ホカ ダイサンジ サンギョウ		2,460		90.3%		2220		66.6%		1637				1543		94.3%

						13,548				12636				9098				7475		82.2%

						2015速報 ソクホウ				2030エネ基ベース キ				2050年推定 ネン スイテイ				2050年電化推進 ネン デンカ スイシン

				家庭		1,873		92.4%		1731		65.0%		1217		94.3%		1148

				運輸(旅客） ウンユ タビ キャク		1,845		92.4%		1704		65.0%		1199		35.0%		420

				運輸（貨物） カ		1,275		95.0%		1211		70.0%		893		51.3%		458

				農林水産鉱建設業 ノウリン スイサン コウ ギョウ		266		94.7%		252		69.9%		186		71.5%		133

				製造業		5,808		95.0%		5518		68.3%		3966		95.1%		3773

				業務他 (第三次産業) ギョウム ホカ ダイサンジ サンギョウ		2,337		95.0%		2220		70.0%		1637		94.3%		1543

						13,404				12636				9098				7475

												67.9%				55.8%



						2015速報 ソクホウ				2030エネ基ベース キ				2050年推定 ネン スイテイ				2050年電化推進 ネン デンカ スイシン

				家庭		1,873		92.4%		1731		65.0%		1,217		94.3%		1,148

				運輸(旅客） ウンユ タビ キャク		1,845		92.4%		1704		65.0%		1,199		35.0%		420

				運輸（貨物） カ		1,275		95.0%		1211		70.0%		893		51.3%		458

				農林水産鉱建設業 ノウリン スイサン コウ ギョウ		266		94.7%		252		70.0%		186		71.5%		133

				製造業		5,808		95.0%		5518		68.3%		3,966		95.1%		3,772

				業務他 (第三次産業) ギョウム ホカ ダイサンジ サンギョウ		2,337		95.0%		2220		70.0%		1,637		94.3%		1,544

						13,404				12636				9,098				7,474

												67.9%				55.8%

								2015確報 カクホウ				2030エネ基ベース キ				2050年電化推進前 ネン デンカ スイシン マエ				2050年電化推進 ネン デンカ スイシン

				家庭		1		1,873		92.4%		1731		65.0%		1,217		94.0%		1,148

				運輸(旅客） ウンユ タビ キャク		1		1,838		92.7%		1704		65.0%		1,194		35.0%		420

				運輸（貨物） カ		1		1,239		97.8%		1211		70.0%		868		51.0%		458

				農林水産鉱建設業 ノウリン スイサン コウ ギョウ		1		288		87.4%		252		70.0%		202		70.0%		133

				製造業		1		5,850		94.3%		5518		68.3%		3,995		95.0%		3,773

				業務他 (第三次産業) ギョウム ホカ ダイサンジ サンギョウ		1		2,460		90.3%		2220		70.0%		1,723		94.0%		1,543

						13,548				12636		67.9%		9,199				7,475

																55.2%





家庭	

2015確報	2030エネ基ベース	2050年電化推進前	2050年電化推進	1	1873.3930465749397	0.9239918997055786	1731	1217.2553858418055	1148	運輸(旅客）	

2015確報	2030エネ基ベース	2050年電化推進前	2050年電化推進	1	1838.0520736678438	0.92706840269201829	1704	1194.4847893375309	420	運輸（貨物）	

2015確報	2030エネ基ベース	2050年電化推進前	2050年電化推進	1	1238.7722728033868	0.97758080850442575	1211	867.62638401052902	458	農林水産鉱建設業	

2015確報	2030エネ基ベース	2050年電化推進前	2050年電化推進	1	288.46069155076924	0.87360256485985666	252	201.92248408553846	133	製造業	

2015確報	2030エネ基ベース	2050年電化推進前	2050年電化推進	1	5850.1093608530573	0.94323023034827003	5518	3994.7544292601974	3773	業務他 (第三次産業)	

2015確報	2030エネ基ベース	2050年電化推進前	2050年電化推進	1	2459.6213005991331	0.90257796981154603	2220	1722.8926269066242	1543	

消費エネルギー（PJ)











2015確報	1	1	1	1	1	1	家庭	運輸(旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱建設業	製造業	業務他 (第三次産業)	1873.3930465749397	1838.0520736678438	1238.7722728033868	288.46069155076924	5850.1093608530573	2459.6213005991331	

1	1	1	1	1	1	家庭	運輸(旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱建設業	製造業	業務他 (第三次産業)	0.9239918997055786	0.92706840269201829	0.97758080850442575	0.87360256485985666	0.94323023034827003	0.90257796981154603	2030エネ基ベース	

1	1	1	1	1	1	家庭	運輸(旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱建設業	製造業	業務他 (第三次産業)	1731	1704	1211	252	5518	2220	2050年電化推進前	1	1	1	1	1	1	家庭	運輸(旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱建設業	製造業	業務他 (第三次産業)	1217.2553858418055	1194.4847893375309	867.62638401052902	201.92248408553846	3994.7544292601974	1722.8926269066242	2050年電化推進	1	1	1	1	1	1	家庭	運輸(旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱建設業	製造業	業務他 (第三次産業)	1148	420	458	133	3773	1543	

消費エネルギー（PJ)











消費構造想定

				シートＡ：2015年度エネルギー消費構造（速報値） ネンド ショウヒ コウゾウ ソクホウ チ																								排出量 ハイシュツ リョウ

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ				億ｔCO2 オク

				家庭　　　　　　 カテイ				1,873				493				402		964		1		14		14%				12.7

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,845		0		1,783				0		61						14%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,275				1,269				3		3						10%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		4%				消費電力 ショウヒ デンリョク		9,312		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				266				217		5		3		42		1				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		3%				石炭火力 セキタン カリョク		3,306

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,808		1,530		2,092		57		333		1,106		659		31		43%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		935

				業務・サービス ギョウム				2,337		16		662				380		1,176		101		1		17%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		15%				ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,403		1,547		6,515		62		1,121		3,352		762		45		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		14%				原子力 ゲンシリョク		94		容量 ヨウリョウ		28		ＧＷ

										12%		49%		0%		8%		25%		6%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		4%				再エネ サイ		1,327		発電量 ハツデン リョウ		340		億ｋＷｈ オク



				シートＢ：2030年度エネルギー消費構造（エネ基ベース） ネンド ショウヒ コウゾウ モト

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,731				392				310		1,014		1		14		14%				9.8

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,704		0		1,640				0		64						13%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,211				1,205				3		3						10%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		11%				消費電力 ショウヒ デンリョク		9,800		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				252				200		5		3		44		1				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		5%				石炭火力 セキタン カリョク		915

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,518		1,400		2,000		57		300		1,165		565		31		44%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		935

				業務・サービス ギョウム				2,220		10		580				321		1,238		70		1		18%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		44%				ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				12,636		1,410		6,017		62		937		3,528		637		45		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		24%				原子力 ゲンシリョク		1,900		容量 ヨウリョウ		64		ＧＷ

				2015年度比 ネンド ヒ				94%		11%		48%		0%		7%		28%		5%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		7%				再エネ サイ		2,400		発電量 ハツデン リョウ		730		億ｋＷｈ オク



				シートＣ：2050年度推定（削減幅最大の場合） ネンド スイテイ サクゲンハバ サイダイ バアイ

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,217				285				210		713		1		9		13%				5.2

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,199		0		1,154				0		45						13%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				893				888				2		2						10%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		25%				消費電力 ショウヒ デンリョク		7,102		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				186				152		3		2		29		0				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		16%				石炭火力 セキタン カリョク		0

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				3,966		1,025		1,401		38		223		885		362		31		44%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		202

				業務・サービス ギョウム				1,637		11		430				247		882		66		1		18%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		84%				ガス火力 カリョク		900		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				9,098		1,036		4,311		42		684		2,557		429		40		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		62%				原子力 ゲンシリョク		1,600		容量 ヨウリョウ		200		ＧＷ

				2015年度比 ネンド ヒ				68%		11%		47%		0%		8%		28%		5%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		35%				再エネ サイ		4,400		発電量 ハツデン リョウ		2,453		億ｋＷｈ オク



				シートＤ：2050年度最終形　電化推進 ネンド サイシュウ ケイ デンカ スイシン

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,148				86				63		990		1		9		15%				4.5

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				420		0		115				0		305						6%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				458				266				2		189						6%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		30%				消費電力 ショウヒ デンリョク		12,446		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				133				45		3		2		82		0				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		19%				石炭火力 セキタン カリョク		(0)

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				3,773		923		841		15		89		1,657		217		31		50%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		946

				業務・サービス ギョウム				1,543		5		172				74		1,258		33		1		21%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		63%				ガス火力 カリョク		3,600		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				7,475		928		1,526		19		231		4,480		251		40		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		44%				原子力 ゲンシリョク		2,400		容量 ヨウリョウ		200		ＧＷ

				2015年度比 ネンド ヒ				56%		12%		20%		0%		3%		60%		3%		1%						・ＰＶ比率 ヒリツ		20%				再エネ サイ		5,500		発電量 ハツデン リョウ		2,453		億ｋＷｈ オク

								電化での効率化 デンカ コウリツカ		化石→電力転換比率 カセキ デンリョク テンカン ヒリツ

										石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ

								0.80				0.70				0.70

								0.25				0.90

								0.30				0.70

								0.50				0.70

								0.80		0.10		0.40		0.60		0.60				0.40

								0.80		0.50		0.60				0.70				0.50





消費構造想定 (2)

				シートＡ：2015年度エネルギー消費構造（速報値） ネンド ショウヒ コウゾウ ソクホウ チ																								排出量 ハイシュツ リョウ

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ				億ｔCO2 オク

				家庭　　　　　　 カテイ				1,873				493				402		964		1		14		14%				12.7

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,845		0		1,783				0		61						14%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,275				1,269				3		3						10%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		4%				消費電力 ショウヒ デンリョク		9,312		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				266				217		5		3		42		1				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		3%				石炭火力 セキタン カリョク		3,306

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,808		1,530		2,092		57		333		1,106		659		31		43%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		935

				業務・サービス ギョウム				2,337		16		662				380		1,176		101		1		17%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		15%				ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,403		1,547		6,515		62		1,121		3,352		762		45		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		14%				原子力 ゲンシリョク		94		容量 ヨウリョウ		28		ＧＷ

										12%		49%		0%		8%		25%		6%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		4%				再エネ サイ		1,327		発電量 ハツデン リョウ		340		億ｋＷｈ オク



				シートＡ’：2015年度エネルギー消費構造（確報値） ネンド ショウヒ コウゾウ カクホウ チ																								排出量 ハイシュツ リョウ

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ				億ｔCO2 オク

				家庭　　　　　　 カテイ				1,873				493				402		963		1		14		14%				12.7

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,838		0		1,776				0		61						14%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,239				1,233				3		3						9%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		4%				消費電力 ショウヒ デンリョク		9,312		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				288				241		5		2		41		0				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		3%				石炭火力 セキタン カリョク		3,306

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,850		1,545		2,136		57		336		1,047		703		26		44%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		935

				業務・サービス ギョウム				2,460		26		699				315		1,225		193		1		18%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		15%				ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,548		1,572		6,577		62		1,059		3,340		898		41		101%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		14%				原子力 ゲンシリョク		94		容量 ヨウリョウ		28		ＧＷ

										12%		49%		0%		8%		25%		7%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		4%				再エネ サイ		1,327		発電量 ハツデン リョウ		340		億ｋＷｈ オク



				シートＢ：2030年度エネルギー消費構造（エネ基ベース） ネンド ショウヒ コウゾウ モト

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,731				392				310		1,014		1		14		14%				9.8

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,704		0		1,640				0		64						13%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,211				1,205				3		3						10%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		11%				消費電力 ショウヒ デンリョク		9,800		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				252				200		5		3		44		1				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		5%				石炭火力 セキタン カリョク		915

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,518		1,400		2,000		57		300		1,165		565		31		44%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		935

				業務・サービス ギョウム				2,220		10		580				321		1,238		70		1		18%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		44%				ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				12,636		1,410		6,017		62		937		3,528		637		45		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		24%				原子力 ゲンシリョク		1,900		容量 ヨウリョウ		64		ＧＷ

				2015年度比 ネンド ヒ				94%		11%		48%		0%		7%		28%		5%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		7%				再エネ サイ		2,400		発電量 ハツデン リョウ		730		億ｋＷｈ オク



				シートＣ：2050年度推定（削減幅最大の場合） ネンド スイテイ サクゲンハバ サイダイ バアイ

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,217				285				210		713		1		9		13%				5.2

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,199		0		1,154				0		45						13%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				893				888				2		2						10%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		25%				消費電力 ショウヒ デンリョク		7,102		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				186				152		3		2		29		0				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		16%				石炭火力 セキタン カリョク		0

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				3,966		1,025		1,401		38		223		885		362		31		44%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		202

				業務・サービス ギョウム				1,637		11		430				247		882		66		1		18%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		84%				ガス火力 カリョク		900		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				9,098		1,036		4,311		42		684		2,557		429		40		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		62%				原子力 ゲンシリョク		1,600		容量 ヨウリョウ		200		ＧＷ

				2015年度比 ネンド ヒ				68%		11%		47%		0%		8%		28%		5%		0%						・ＰＶ比率 ヒリツ		35%				再エネ サイ		4,400		発電量 ハツデン リョウ		2,453		億ｋＷｈ オク



				シートＤ：2050年度最終形　電化推進 ネンド サイシュウ ケイ デンカ スイシン

								(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,148				86				63		990		1		9		15%				4.5

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				420		0		115				0		305						6%				１次消費エネルギー中の ジ ショウヒ チュウ								発電種別 ハツデン シュベツ

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				458				266				2		189						6%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		30%				消費電力 ショウヒ デンリョク		12,446		（億ｋＷｈ） オク

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				133				45		3		2		82		0				2%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		19%				石炭火力 セキタン カリョク		(0)

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				3,773		923		841		15		89		1,657		217		31		50%				消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ						石油火力 セキユ カリョク		946

				業務・サービス ギョウム				1,543		5		172				74		1,258		33		1		21%				・非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ		63%				ガス火力 カリョク		3,600		再エネ中のＰＶ サイ チュウ

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				7,475		928		1,526		19		231		4,480		251		40		100%				・再エネ比率 サイ ヒリツ		44%				原子力 ゲンシリョク		2,400		容量 ヨウリョウ		200		ＧＷ

				2015年度比 ネンド ヒ				56%		12%		20%		0%		3%		60%		3%		1%						・ＰＶ比率 ヒリツ		20%				再エネ サイ		5,500		発電量 ハツデン リョウ		2,453		億ｋＷｈ オク

								電化での効率化 デンカ コウリツカ		化石→電力転換比率 カセキ デンリョク テンカン ヒリツ

										石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ

								0.80				0.70				0.70

								0.25				0.90

								0.30				0.70

								0.50				0.70

								0.80		0.10		0.40		0.60		0.60				0.40

								0.80		0.50		0.60				0.70				0.50

								2015年 ネン		2030年 ネン		2050年 ネン		2050年電化推進 ネン デンカ スイシン

						家庭　　　　　　 カテイ		1,873		1,731		1,217		1,148

						運輸（旅客） ウンユ リョキャク		1,838		1,704		1,199		420

						運輸（貨物） ウンユ カモツ		1,239		1,211		893		458

						農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ		288		252		186		133

						製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ		5,850		5,518		3,966		3,773

						業務・サービス ギョウム		2,460		2,220		1,637		1,543

										電力 デンリョク		石油関係 セキユ カンケイ		石炭関係 セキタン カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		熱 ネツ		再エネ サイ

								2015年 ネン		3,340		6,577		1,572		62		1,059		898		41

								2030年 ネン		3,528		6,017		1,410		62		937		637		45

								2050年 ネン		2,557		4,311		1,036		42		684		429		40

								2050年電化推進 ネン デンカ スイシン		4,480		1,526		928		19		231		251		40

										電力 デンリョク		石油関係 セキユ カンケイ		石炭関係 セキタン カンケイ		都市ガス トシ		その他 タ		電力以外電化 デンリョク イガイ デンカ		非電化 ヒ デンカ		合計 ゴウケイ



								2015年確報 ネン カクホウ		3,340		6,577		1,572		1,059		1,000						13,548

								2030年 ネン		3,528		6,017		1,410		937		744		54%		46%		12,636

								2050年 ネン		2,557		4,311		1,036		684		511		3,547		2,995		9,098

								2050年電化推進 ネン デンカ スイシン		4,480		1,526		928		231		310		1,924		2,995		7,475

																		電化による省エネ率 デンカ ショウ リツ		54%





家庭　　　　　　	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	1873.393	1730.83	1217.1946	1147.8946000000001	運輸（旅客）	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	1838.0529999999999	1704.3999999999999	1199.2739999999999	420.32399999999996	運輸（貨物）	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	1238.7729999999999	1211.1399999999999	892.67250000000001	457.55250000000001	農林水産鉱業	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	288.45999999999998	251.85	186.19299999999996	133.11865	製造業・事業所	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	5850.1080000000002	5517.76	3965.9602000000004	3773.0022900000008	業務・サービス	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	2459.6209999999996	2220.0700000000002	1636.9594999999999	1543.1036599999998	







2015年	家庭　　　　　　	運輸（旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱業	製造業・事業所	業務・サービス	1873.393	1838.0529999999999	1238.7729999999999	288.45999999999998	5850.1080000000002	2459.6209999999996	2030年	家庭　　　　　　	運輸（旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱業	製造業・事業所	業務・サービス	1730.83	1704.3999999999999	1211.1399999999999	251.85	5517.76	2220.0700000000002	2050年	家庭　　　　　　	運輸（旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱業	製造業・事業所	業務・サービス	1217.1946	1199.2739999999999	892.67250000000001	186.19299999999996	3965.9602000000004	1636.9594999999999	2050年電化推進	家庭　　　　　　	運輸（旅客）	運輸（貨物）	農林水産鉱業	製造業・事業所	業務・サービス	1147.8946000000001	420.32399999999996	457.55250000000001	133.11865	3773.0022900000008	1543.1036599999998	







2015年	電力	石油関係	石炭関係	天然ガス	都市ガス	熱	再エネ	3340.2139999999999	6577.3440000000001	1571.713	61.807000000000002	1058.924	897.85400000000004	40.552	2030年	電力	石油関係	石炭関係	天然ガス	都市ガス	熱	再エネ	3528.1099999999997	6017	1410.04	61.8	936.93000000000006	636.72	45.449999999999996	2050年	電力	石油関係	石炭関係	天然ガス	都市ガス	熱	再エネ	2556.7479999999996	4310.5290999999997	1035.8416	41.546700000000001	684.24929999999995	429.10650000000004	40.232599999999998	2050年電化推進	電力	石油関係	石炭関係	天然ガス	都市ガス	熱	再エネ	4480.4073499999995	1525.83266	928.01564000000008	18.588480000000001	230.57757000000004	251.34140000000005	40.232599999999998	





電力	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	3340.2139999999999	3528.1099999999997	2556.7479999999996	4480.4073499999995	石油関係	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	6577.3440000000001	6017	4310.5290999999997	1525.83266	石炭関係	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	1571.713	1410.04	1035.8416	928.01564000000008	天然ガス	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	61.807000000000002	61.8	41.546700000000001	18.588480000000001	都市ガス	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	1058.924	936.93000000000006	684.24929999999995	230.57757000000004	熱	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	897.85400000000004	636.72	429.10650000000004	251.34140000000005	再エネ	

2015年	2030年	2050年	2050年電化推進	40.552	45.449999999999996	40.232599999999998	40.232599999999998	





電力	

2015年確報	2050年	2050年電化推進	3340.2139999999999	2556.7479999999996	4480.4073499999995	石油関係	

2015年確報	2050年	2050年電化推進	6577.3440000000001	4310.5290999999997	1525.83266	石炭関係	

2015年確報	2050年	2050年電化推進	1571.713	1035.8416	928.01564000000008	都市ガス	

2015年確報	2050年	2050年電化推進	1058.924	684.24929999999995	230.57757000000004	その他	

2015年確報	2050年	2050年電化推進	1000.2130000000001	510.88580000000002	310.16248000000002	







ＥＶ普及推定

						2015年度 ネン ド		2020年度 ネンド		2025年度 ネンド		2030年度 ネンド		2035年度 ネンド		2040年度 ネンド		2045年度 ネンド		2050年度 ネンド

				人口（千人） ジンコウ センニン		126,597		124,100		120,659		116,618		112,124		107,276		102,210		97,076		人口問題研究所推定(2012年)・出生中位/死亡中位のケース ジンコウ モンダイ ケンキュウショ スイテイ ネン シュッセイ チュウイ シボウ チュウイ

						100%		98%		95%		92%		89%		85%		81%		77%

				自動車登録台数推定（万台） ジドウシャ トウロク ダイスウ スイテイ マンダイ																		2015年・H28(2016)実績統計値（11月末時点）より作成　https://www.airia.or.jp/publish/statistics/number.html ネン ジッセキ トウケイ チ ガツマツ ジテン サクセイ

				計 ケイ		7,597		7,523		7,336		7,115		6,869		6,604		6,327		6,046

				自家用車 ジカヨウシャ		6,110		6,051		5,884		5,687		5,468		5,232		4,985		4,735		人口比で台数減とみる。＋前年比１％増を織り込む。 ジンコウヒ ダイスウ ゲン ゼンネン ヒ ゾウ オ コ

				バス等 トウ		23		23		22		21		20		19		19		18		人口比で台数減とみる。 ジンコウヒ ダイスウ ゲン

				乗用車（商用） ジョウヨウシャ ショウヨウ		24		24		23		23		23		22		22		21		人口減の半分を台数減へ反映 ジンコウゲン ハンブン ダイスウ ゲン ハンエイ

				トラック等 トウ		1,440		1,426		1,406		1,383		1,358		1,330		1,301		1,272		人口減の半分を台数減へ反映 ジンコウゲン ハンブン ダイスウ ゲン ハンエイ

				新車販売/年 シンシャ ハンバイ ネン

				全体 ゼンタイ		500		万台 マン ダイ		この半数がＥＶ程度でも30年間で6000万台のストックの入れ替えは可能。 ハンスウ テイド ネン カン マンダイ イ カ カノウ

				中・大型 チュウ オオガタ		8		万台 マン ダイ		トラックの多くがこのカテゴリーであるとすれば、強制的な入れ替えがないと30年かけても200万台強（１８％程度）の電化しかできない。 オオ キョウセイテキ イ カ ネン マンダイ キョウ テイド デンカ



				直近の傾向 チョッキン ケイコウ		2000年 ネン		2005年 ネン		2010年 ネン		2011年 ネン		2012年 ネン		2013年 ネン		2014年 ネン		2015年 ネン

				人口 ジンコウ		126,926		127,768		128,057		127,753		127,498		127,247		126,959		126,597

				計 ケイ		6,988		7,338		7,366		7,350		7,396		7,443		7,503		7,540

				乗用車 ジョウヨウシャ		5,122		5,629		5,790		5,814		5,873		5,936		6,005		6,052

				貨物 カモツ		1,842		1,686		1,553		1,514		1,501		1,485		1,475		1,465

				乗合 ノリアイ		24		23		23		23		23		23		23		23

				人口 ジンコウ		100%		101%		101%		101%		100%		100%		100%		100%		微増・微減でほぼ横ばい ビゾウ ビゲン ヨコ

				計 ケイ		100%		105%		105%		105%		106%		107%		107%		108%		その中で微増傾向 ナカ ビゾウ ケイコウ

				乗用車 ジョウヨウシャ		100%		110%		113%		114%		115%		116%		117%		118%		人口変動に関係なく増加傾向（これをどう推定に反映させる？） ジンコウ ヘンドウ カンケイ ゾウカ ケイコウ スイテイ ハンエイ

				貨物 カモツ		100%		92%		84%		82%		81%		81%		80%		80%		結構減っているがどう読む？ ケッコウ ヘ ヨ

				乗合 ノリアイ		100%		98%		97%		96%		96%		96%		96%		97%		微減傾向 ビゲン ケイコウ





省エネ電化設定



						エネ基・計画 モトイ ケイカク

								エネルギー消費 ショウヒ								1.7％成長 セイチョウ		省エネ努力 ショウ ドリョク

						（ＰＪ）		2013年 ネン		電力比率 デンリョク ヒリツ				（ＰＪ）		2030年 ネン		2030年 ネン		電力比率 デンリョク ヒリツ		省エネ ショウ

						合計 ゴウケイ		13,992						合計 ゴウケイ		14,585		12,635				13%

						電力 デンリョク		3,477		25%				電力 デンリョク		4,084		3,528		28%		14%

						石油他 セキユ ホカ		10,515						石油他 セキユ ホカ		10,501		9,107				13%

						電力消費 デンリョク ショウヒ		9,666						電力消費 デンリョク ショウヒ		11,353		9,808

						（億ｋＷｈ） オク								（億ｋＷｈ） オク

																				0.924										0.65

						最新実績値（速報ベース） サイシン ジッセキチ ソクホウ								同一消費構造 ドウイツ ショウヒ コウゾウ						0.95										0.7

						2015年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ		2030年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ				2050年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						家庭 カテイ		963		910		1,873		家庭 カテイ		1,014		717		1,731				家庭 カテイ		713		504		1,217		0.62

						事業 ジギョウ		2,324		6,086		8,410		事業 ジギョウ		2,447		5,543		7,990				事業 ジギョウ		1,803		4,084		5,887		0.65

						運輸（旅客） ウンユ リョキャク		61		1,783		1,844		運輸（旅客） ウンユ リョキャク		64		1,640		1,704				運輸（旅客） ウンユ リョキャク		45		1,153		1,199		0.65

						運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,272		1,275		運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,208		1,211				運輸（貨物） ウンユ カモツ		2		890		893		0.75

						合計 ゴウケイ		3,351		10,051		13,402		合計 ゴウケイ		3,528		9,107		12,635				合計 ゴウケイ		2,564		6,632		9,196

						電化率 デンカ リツ		25%						電化率 デンカ リツ		28%				12,635				電化率 デンカ リツ		28%

														電化推進ケース デンカ スイシン

						電化による効率化 デンカ コウリツカ								2030年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ				2050年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						・家庭におけるガス・石油の電化＝ カテイ セキユ デンカ						0.8		家庭 カテイ		1,186		502		1,688				家庭 カテイ		915		252		1,167

						・事業におけるガス・石油の電化＝ ジギョウ セキユ デンカ						0.7		事業 ジギョウ		3,223		4,434		7,657				事業 ジギョウ		3,232		2,042		5,274

						・運輸における石油の電化＝ ウンユ セキユ デンカ						0.25		運輸（旅客） ウンユ リョキャク		228		984		1,212				運輸（旅客） ウンユ リョキャク		305		115		420

												0.25		運輸（貨物） ウンユ カモツ		33		1,087		1,121				運輸（貨物） ウンユ カモツ		114		445		559

														合計 ゴウケイ		4,670		7,007		11,677		8%		合計 ゴウケイ		4,566		2,855		7,420		19%

														電化率 デンカ リツ		40%								電化率 デンカ リツ		62%

														家庭 カテイ				0.3						家庭 カテイ				0.5

														事業 ジギョウ				0.2						事業 ジギョウ				0.5

														運輸（旅客） ウンユ リョキャク				0.4						運輸（旅客） ウンユ リョキャク				0.9

														運輸（貨物） ウンユ カモツ				0.1						運輸（貨物） ウンユ カモツ				0.5

						2015年度消費エネルギー構造（速報値） ネン ド ショウヒ コウゾウ ソクホウ チ

						2015年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						家庭 カテイ		963		910		1,873

						事業 ジギョウ		2,324		6,086		8,410

						運輸（旅客） ウンユ リョキャク		61		1,783		1,844

						運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,272		1,275

						合計 ゴウケイ		3,351		10,051		13,402

						電化率 デンカ リツ		25%

						2030年度推定値（エネ基ベース） ネンド スイテイチ モト

						2030年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						家庭 カテイ		1,014		717		1,731

						事業 ジギョウ		2,447		5,543		7,990

						運輸（旅客） ウンユ リョキャク		64		1,640		1,704

						運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,208		1,211

						合計 ゴウケイ		3,528		9,107		12,635

						電化率 デンカ リツ		28%

						2050年推定値（削減幅最大の場合） ネン スイテイチ サクゲンハバ サイダイ バアイ

						2050年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						家庭 カテイ

						事業 ジギョウ

						運輸（旅客） ウンユ リョキャク

						運輸（貨物） ウンユ カモツ

						合計 ゴウケイ

						電化率 デンカ リツ		ERROR:#DIV/0!







































A_消費_炭素変換2015

				消費構造→投入1次エネルギー推定→発生炭素推定ワークシート ショウヒ コウゾウ トウニュウ ジ スイテイ ハッセイ タンソ スイテイ



				目的 モクテキ		消費構造から1次エネルギーの投入量を推定する。（基本のフローは2015年度実績）　その投入量から排出炭素量を計算する。 ショウヒ コウゾウ ジ トウニュウ リョウ スイテイ キホン ネンド ジッセキ

						（与えた消費構造が目標とする退出量削減に対し十分なレベルかどうか検証する。） アタ ショウヒ コウゾウ モクヒョウ タイシュツ リョウ サクゲン タイ ジュウブン ケンショウ

				使用方法 シヨウ ホウホウ

								：この部分に入力する。入力項目は、 ブブン ニュウリョク ニュウリョク コウモク

								①各消費セグメント毎の消費構造（どこまで消費の電化を織込むべきか） カク ショウヒ ゴト ショウヒ コウゾウ ショウヒ デンカ オリコ

								②発電量中の再エネ・非化石電力量（再エネ比率、非化石比率はどうあるべきか） ハツデン リョウ チュウ サイ ヒ カセキ デンリョク リョウ サイ ヒリツ ヒ カセキ ヒリツ

								③火力の内訳設定（どこまで石炭を減らしガス化するか） カリョク ウチワケ セッテイ セキタン ヘ カ

								④発電電力/消費電力の比率（固定値とすべきか） ハツデン デンリョク ショウヒ デンリョク ヒリツ コテイチ																シート：省エネ電化設定より転記。 ショウ デンカ セッテイ テンキ

								⑤火力のエネルギー転換効率（燃料別の効率設定） カリョク テンカン コウリツ ネンリョウ ベツ コウリツ セッテイ																事業用は、2015年比率で製造・業務等へ分割 ジギョウヨウ ネン ヒリツ セイゾウ ギョウム トウ ブンカツ

								⑥支配的ではないが、熱発生のためのエネルギ源構造 シハイテキ ネツ ハッセイ ゲン コウゾウ

				2015年度実績・速報ベース ネンド ジッセキ ソクホウ																						作業用 サギョウ ヨウ



				消費構造入力 ショウヒ コウゾウ ニュウリョク				(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ		目標値 モクヒョウチ		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,873				493				402		964		1		14		14%		1,873		964		910

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,845		0		1,783				0		61						14%		1,845		61		1,783

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,275				1,269				3		3						10%		1,275		3		1,272

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				266				217		5		3		42		1				2%		266		42		224

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,808		1,530		2,092		57		333		1,106		659		31		43%		5,808		1,106		4,701

				業務・サービス ギョウム				2,337		16		662				380		1,176		101		1		17%		2,337		1,176		1,161

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,403		1,547		6,515		62		1,121		3,352		762		45		100%		13,403		3,352		10,051

										12%		49%		0%		8%		25%		6%		0%

								転換効率 テンカン コウリツ		0.991		0.991				0.985				0.800

				投入1次エネルギー推定 トウニュウ ジ スイテイ

								小計 ショウケイ														直接消費 チョクセツ ショウヒ		投入計 トウニュウ ケイ		tC/PJ		排出 ハイシュツ		（ｔ）

						石炭 セキタン		5,050		1,561								3,258		232		1.0%		5,101		24420		124,562,516

						石油 セキユ		7,723				6,574						899		250		5.0%		8,109		18990		153,990,082

						ガス		4,786						62		1,138		3,426		160		0.0%		4,786		13960		66,805,969

																						非化石分 ヒ カセキ ブン		822		排出計 ハイシュツ ケイ		345,358,567				346,195

										発電種別 ハツデン シュベツ								消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ				投入合計 トウニュウ ゴウケイ		18,817				3.45		億ｔＣ オク		3.46

								消費電力 ショウヒ デンリョク		9,312		（億ｋＷｈ） オク						非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				15%				CO2排出計 ハイシュツ ケイ		12.7		億ｔCO2 オク		12.7

								石炭火力 セキタン カリョク		3,306								再エネ比率＝ サイ ヒリツ				14%

								石油火力 セキユ カリョク		935								ＰＶ比率＝ ヒリツ				4%						目標値 モクヒョウチ

								ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ						1次エネルギー消費中の（自給率） ジ ショウヒ チュウ ジキュウリツ								2013年 ネン		13.1		億tCO2 オク

								原子力 ゲンシリョク		94		容量 ヨウリョウ		28		ＧＷ		非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				4%				2030年 ネン		9.7		２６％減 ゲン

								再エネ サイ		1,327		発電量 ハツデン リョウ		340		億ｋＷｈ オク		再エネ比率＝ サイ ヒリツ				3%				2050年 ネン		2.6		８０％減 ゲン



				2015年度実績・確報ベース ネンド ジッセキ カクホウ																						作業用 サギョウ ヨウ



				消費構造入力 ショウヒ コウゾウ ニュウリョク				(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ		目標値 モクヒョウチ		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,873				493				402		963		1		14		14%		1,873		963		910

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,838		0		1,776				0		61						14%		1,838		61		1,777

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,239				1,233				3		3						9%		1,239		3		1,236

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				288				241		5		2		41		0				2%		288		41		248

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,850		1,545		2,136		57		336		1,047		703		26		44%		5,850		1,047		4,803

				業務・サービス ギョウム				2,460		26		699				315		1,225		193		1		18%		2,460		1,225		1,235

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,548		1,572		6,577		62		1,059		3,340		898		41		101%		13,548		3,340		10,208

										12%		49%		0%		8%		25%		7%		0%

								転換効率 テンカン コウリツ		0.991		0.991				0.985				0.800

				投入1次エネルギー推定 トウニュウ ジ スイテイ

								小計 ショウケイ														直接消費 チョクセツ ショウヒ		投入計 トウニュウ ケイ		tC/PJ		排出 ハイシュツ		（ｔ）

						石炭 セキタン		5,076		1,586								3,258		232		1.0%		5,127		24420		125,190,022

						石油 セキユ		7,786				6,637						899		250		5.0%		8,175		18990		155,250,718

						ガス		4,723						62		1,075		3,426		160		0.0%		4,723		13960		65,927,706

																						非化石分 ヒ カセキ ブン		ERROR:#DIV/0!		排出計 ハイシュツ ケイ		346,368,446				346,195

										発電種別 ハツデン シュベツ								消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ				投入合計 トウニュウ ゴウケイ		ERROR:#DIV/0!				3.46		億ｔＣ オク		3.46

								消費電力 ショウヒ デンリョク		0		（億ｋＷｈ） オク						非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				0%				CO2排出計 ハイシュツ ケイ		12.7		億ｔCO2 オク		12.7

								石炭火力 セキタン カリョク		0								再エネ比率＝ サイ ヒリツ				0%

								石油火力 セキユ カリョク		0								ＰＶ比率＝ ヒリツ				ERROR:#DIV/0!						目標値 モクヒョウチ

								ガス火力 カリョク		0		再エネ中のＰＶ サイ チュウ						1次エネルギー消費中の（自給率） ジ ショウヒ チュウ ジキュウリツ								2013年 ネン		13.1		億tCO2 オク

								原子力 ゲンシリョク		0		容量 ヨウリョウ		28		ＧＷ		非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				ERROR:#DIV/0!				2030年 ネン		9.7		２６％減 ゲン

								再エネ サイ		0		発電量 ハツデン リョウ		340		億ｋＷｈ オク		再エネ比率＝ サイ ヒリツ				ERROR:#DIV/0!				2050年 ネン		2.6		８０％減 ゲン



						消費構造は2015年度実績速報ベース。ここから2030年度、2050年度の排出量削減目標に向けて、どのような消費構造へ転換すべきか検討する。 ショウヒ コウゾウ ネンド ジッセキ ソクホウ ネンド ネンド ハイシュツ リョウ サクゲン モクヒョウ ム ショウヒ コウゾウ テンカン ケントウ



						発電のための投入エネルギー（化石燃料分）推定 ハツデン トウニュウ カセキ ネンリョウ ブン スイテイ

														発電種別入力 ハツデン シュベツ ニュウリョク				9,312		億ｋＷｈ オク		ＰＪ＝		2.7778		億ｋＷｈ

																石炭火力 セキタン カリョク		3,306

																石油火力 セキユ カリョク		935

																ガス火力 カリョク		3650

														2015年 ネン		原子力 ゲンシリョク		94		再エネ比率 サイ ヒリツ		非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ

														0.4316546763		再エネ サイ		1327		14%		15%

								発電投入エネルギー ハツデン トウニュウ		(PJ)				変換効率 ヘンカン コウリツ				発生端 ハッセイ ハシ		2015年実績 ネン ジッセキ

								石炭 セキタン		3,258				40.0%		石炭火力 セキタン カリョク		3,620		1.10

								石油 セキユ		899				41.0%		石油火力 セキユ カリョク		1,024

								ガス		3,426				42.0%		ガス火力 カリョク		3,997





																		熱のための投入エネルギー内訳設定 ネツ トウニュウ ウチワケ セッテイ

																		熱源内訳 ネツゲン ウチワケ

																		発生端 ハッセイ ハシ		952

																		石炭 セキタン		232

																		石油 セキユ		250

																		ガス		160

																		再エネ サイ		310

																		(		952		)





推定値入力

コメント：
・エネ基、高度化法前提、非化石４４％、再エネ２４％
・このためには、原発2200万ｋＷ程度、20基以上の稼働が必要。



B_消費_炭素変換2030

				消費構造→投入1次エネルギー推定→発生炭素推定ワークシート ショウヒ コウゾウ トウニュウ ジ スイテイ ハッセイ タンソ スイテイ



				目的 モクテキ		消費構造から1次エネルギーの投入量を推定する。（基本のフローは2015年度実績）　その投入量から排出炭素量を計算する。 ショウヒ コウゾウ ジ トウニュウ リョウ スイテイ キホン ネンド ジッセキ

						（与えた消費構造が目標とする退出量削減に対し十分なレベルかどうか検証する。） アタ ショウヒ コウゾウ モクヒョウ タイシュツ リョウ サクゲン タイ ジュウブン ケンショウ

				使用方法 シヨウ ホウホウ

								：この部分に入力する。入力項目は、 ブブン ニュウリョク ニュウリョク コウモク

								①各消費セグメント毎の消費構造（どこまで消費の電化を織込むべきか） カク ショウヒ ゴト ショウヒ コウゾウ ショウヒ デンカ オリコ

								②発電量中の再エネ・非化石電力量（再エネ比率、非化石比率はどうあるべきか） ハツデン リョウ チュウ サイ ヒ カセキ デンリョク リョウ サイ ヒリツ ヒ カセキ ヒリツ

								③火力の内訳設定（どこまで石炭を減らしガス化するか） カリョク ウチワケ セッテイ セキタン ヘ カ

								④発電電力/消費電力の比率（固定値とすべきか） ハツデン デンリョク ショウヒ デンリョク ヒリツ コテイチ																シート：省エネ電化設定より転記。 ショウ デンカ セッテイ テンキ

								⑤火力のエネルギー転換効率（燃料別の効率設定） カリョク テンカン コウリツ ネンリョウ ベツ コウリツ セッテイ																事業用は、2015年比率で製造・業務等へ分割 ジギョウヨウ ネン ヒリツ セイゾウ ギョウム トウ ブンカツ

								⑥支配的ではないが、熱発生のためのエネルギ源構造 シハイテキ ネツ ハッセイ ゲン コウゾウ

				2030年度推定・エネ基ベース ネンド スイテイ モト																						作業用 サギョウ ヨウ



				消費構造入力 ショウヒ コウゾウ ニュウリョク				(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ		目標値 モクヒョウチ		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,731				392				310		1,014		1		14		14%		1,731		1,014		717

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,704		0		1,640				0		64						13%		1704		64		1,640

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,211				1,205				3		3						10%		1211		3		1,208

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				252				200		5		3		44		1				2%		252		44		208

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,518		1,400		2,000		57		300		1,165		565		31		44%		5,518		1,165		4,353

				業務・サービス ギョウム				2,220		10		580				321		1,238		70		1		18%		2,220		70		2,150

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				12,636		1,410		6,017		62		937		3,528		637		45		100%		12,636		3,528		9,108

										11%		48%		0%		7%		28%		5%		0%

								転換効率 テンカン コウリツ		0.991		0.991				0.985				0.800

				投入1次エネルギー推定 トウニュウ ジ スイテイ

								小計 ショウケイ														直接消費 チョクセツ ショウヒ		投入計 トウニュウ ケイ		tC/PJ		排出 ハイシュツ		（ｔ）

						石炭 セキタン		2,445		1,423								902		120		1.0%		2,469		24420		60,302,965

						石油 セキユ		7,151				6,072						899		180		5.0%		7,508		18990		142,580,503

						ガス		4,625						62		951		3,426		186		0.0%		4,625		13960		64,561,598

																						非化石分 ヒ カセキ ブン		1,858		排出計 ハイシュツ ケイ		267,445,066

										発電種別 ハツデン シュベツ								消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ				投入合計 トウニュウ ゴウケイ		16,460				2.67		億ｔＣ オク

								消費電力 ショウヒ デンリョク		9,800		（億ｋＷｈ） オク						非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				44%				CO2排出計 ハイシュツ ケイ		9.8		億ｔCO2 オク

								石炭火力 セキタン カリョク		915								再エネ比率＝ サイ ヒリツ				24%

								石油火力 セキユ カリョク		935								ＰＶ比率＝ ヒリツ				7%						目標値 モクヒョウチ

								ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ						1次エネルギー消費中の（自給率） ジ ショウヒ チュウ								2013年 ネン		13.1		億tCO2 オク

								原子力 ゲンシリョク		1,900		容量 ヨウリョウ		64		ＧＷ		非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				11%				2030年 ネン		9.7		２６％減 ゲン

								再エネ サイ		2,400		発電量 ハツデン リョウ		730		億ｋＷｈ オク		再エネ比率＝ サイ ヒリツ				5%				2050年 ネン		2.6		８０％減 ゲン



						エネ基前提と合わせた。ＣＯ２排出量の推定値もほぼエネ庁試算と合致。省エネ１３％、電化率２５％→２８％へ改善している。 モト ゼンテイ ア ハイシュツ リョウ スイテイチ チョウ シサン ガッチ ショウ デンカ リツ カイゼン

						原発20基以上の稼働が必要。（稼働許可、若しくは稼働へ向けて審査中は、計27基。その中で現時点で30年以上稼働したものが10基。） ゲンパツ キ イジョウ カドウ ヒツヨウ カドウ キョカ モ カドウ ム シンサチュウ ケイ キ ナカ ゲンジテン ネンイジョウ カドウ キ

						発電のための投入エネルギー（化石燃料分）推定 ハツデン トウニュウ カセキ ネンリョウ ブン スイテイ

														発電種別入力 ハツデン シュベツ ニュウリョク				9,800		億ｋＷｈ オク		ＰＪ＝		2.7778		億ｋＷｈ

																石炭火力 セキタン カリョク		915

																石油火力 セキユ カリョク		935

																ガス火力 カリョク		3650

														2015年 ネン		原子力 ゲンシリョク		1900		再エネ比率 サイ ヒリツ		非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ

														0.4316546763		再エネ サイ		2400		24%		44%

								発電投入エネルギー ハツデン トウニュウ		(PJ)				変換効率 ヘンカン コウリツ				発生端 ハッセイ ハシ		2015年実績 ネン ジッセキ

								石炭 セキタン		902				40.0%		石炭火力 セキタン カリョク		1,002		1.10

								石油 セキユ		899				41.0%		石油火力 セキユ カリョク		1,024

								ガス		3,426				42.0%		ガス火力 カリョク		3,997





																		熱のための投入エネルギー内訳設定 ネツ トウニュウ ウチワケ セッテイ

																		熱源内訳 ネツゲン ウチワケ

																		発生端 ハッセイ ハシ		796

																		石炭 セキタン		120

																		石油 セキユ		180

																		ガス		186

																		再エネ サイ		310

																		(		796		)





推定値入力

コメント：
・エネ基、高度化法前提、非化石４４％、再エネ２４％
・このためには、原発2200万ｋＷ程度、20基以上の稼働が必要。



消費_炭素変換2030改

				消費構造→投入1次エネルギー推定→発生炭素推定ワークシート ショウヒ コウゾウ トウニュウ ジ スイテイ ハッセイ タンソ スイテイ



				目的 モクテキ		消費構造から1次エネルギーの投入量を推定する。（基本のフローは2015年度実績）　その投入量から排出炭素量を計算する。 ショウヒ コウゾウ ジ トウニュウ リョウ スイテイ キホン ネンド ジッセキ

						（与えた消費構造が目標とする退出量削減に対し十分なレベルかどうか検証する。） アタ ショウヒ コウゾウ モクヒョウ タイシュツ リョウ サクゲン タイ ジュウブン ケンショウ

				使用方法 シヨウ ホウホウ

								：この部分に入力する。入力項目は、 ブブン ニュウリョク ニュウリョク コウモク

								①各消費セグメント毎の消費構造（どこまで消費の電化を織込むべきか） カク ショウヒ ゴト ショウヒ コウゾウ ショウヒ デンカ オリコ

								②発電量中の再エネ・非化石電力量（再エネ比率、非化石比率はどうあるべきか） ハツデン リョウ チュウ サイ ヒ カセキ デンリョク リョウ サイ ヒリツ ヒ カセキ ヒリツ

								③火力の内訳設定（どこまで石炭を減らしガス化するか） カリョク ウチワケ セッテイ セキタン ヘ カ

								④発電電力/消費電力の比率（固定値とすべきか） ハツデン デンリョク ショウヒ デンリョク ヒリツ コテイチ																シート：省エネ電化設定より転記。 ショウ デンカ セッテイ テンキ

								⑤火力のエネルギー転換効率（燃料別の効率設定） カリョク テンカン コウリツ ネンリョウ ベツ コウリツ セッテイ																事業用は、2015年比率で製造・業務等へ分割 ジギョウヨウ ネン ヒリツ セイゾウ ギョウム トウ ブンカツ

								⑥支配的ではないが、熱発生のためのエネルギ源構造 シハイテキ ネツ ハッセイ ゲン コウゾウ

				2030年度・ＰＶ導入促進 ネンド ドウニュウ ソクシン																						作業用 サギョウ ヨウ



				消費構造入力 ショウヒ コウゾウ ニュウリョク				(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ		目標値 モクヒョウチ		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,731				392				310		1,014		1		14		14%		1,688		1,014		674

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,704		0		1,640				0		64						13%		1,212		64		1,148

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,211				1,205				3		3						10%		1,121		3		1,118

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				252				200		5		3		44		1				2%		241		44		197

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,518		1,400		2,000		57		300		1,165		565		31		44%		5,286		1,165		4,121

				業務・サービス ギョウム				2,220		10		580				321		1,238		70		1		18%		2,130		1,238		892

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				12,636		1,410		6,017		62		937		3,528		637		45		100%		11,678		3,528		8,149

										11%		48%		0%		7%		28%		5%		0%

								転換効率 テンカン コウリツ		0.991		0.991				0.985				0.800

				投入1次エネルギー推定 トウニュウ ジ スイテイ

								小計 ショウケイ														直接消費 チョクセツ ショウヒ		投入計 トウニュウ ケイ		tC/PJ		排出 ハイシュツ		（ｔ）

						石炭 セキタン		1,814		1,423								311		80		1.0%		1,832		24420		44,732,572

						石油 セキユ		7,111				6,072						899		140		5.0%		7,466		18990		141,782,923

						ガス		4,595						62		951		3,426		156		0.0%		4,595		13960		64,142,798

																						非化石分 ヒ カセキ ブン		2,074		排出計 ハイシュツ ケイ		250,658,293

										発電種別 ハツデン シュベツ								消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ				投入合計 トウニュウ ゴウケイ		15,967				2.51		億ｔＣ オク

								消費電力 ショウヒ デンリョク		9,800		（億ｋＷｈ） オク						非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				50%				CO2排出計 ハイシュツ ケイ		9.2		億ｔCO2 オク

								石炭火力 セキタン カリョク		315								再エネ比率＝ サイ ヒリツ				31%

								石油火力 セキユ カリョク		935								ＰＶ比率＝ ヒリツ				13%						目標値 モクヒョウチ

								ガス火力 カリョク		3,650		再エネ中のＰＶ サイ チュウ						1次エネルギー消費中の（自給率） ジ ショウヒ チュウ								2013年 ネン		13.1		億tCO2 オク

								原子力 ゲンシリョク		1,900		容量 ヨウリョウ		100		ＧＷ		非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				13%				2030年 ネン		9.7		２６％減 ゲン

								再エネ サイ		3,000		発電量 ハツデン リョウ		1,226		億ｋＷｈ オク		再エネ比率＝ サイ ヒリツ				7%				2050年 ネン		2.6		８０％減 ゲン



						PVを１００Ｇに増やした。2030年度エネ基ベースから化石→電力への転換をは家庭で３０％、業務で２０％、運輸（旅客）で４０％、貨物で１０％とした。 フ ネンド モト カセキ デンリョク テンカン カテイ ギョウム ウンユ リョキャク カモツ

						電力比率を上げて、更に非化石比率をあげないと、この例のように排出量は増加する。2030年１００Ｇでは足りないかも知れない。 デンリョク ヒリツ ア サラ ヒ カセキ ヒリツ レイ ハイシュツ リョウ ゾウカ ネン タ シ

						発電のための投入エネルギー（化石燃料分）推定 ハツデン トウニュウ カセキ ネンリョウ ブン スイテイ

														発電種別入力 ハツデン シュベツ ニュウリョク				9,800		億ｋＷｈ オク		ＰＪ＝		2.7778		億ｋＷｈ

																石炭火力 セキタン カリョク		315

																石油火力 セキユ カリョク		935

																ガス火力 カリョク		3650

														2015年 ネン		原子力 ゲンシリョク		1900		再エネ比率 サイ ヒリツ		非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ

														0.4316546763		再エネ サイ		3000		31%		50%

								発電投入エネルギー ハツデン トウニュウ		(PJ)				変換効率 ヘンカン コウリツ				発生端 ハッセイ ハシ		2015年実績 ネン ジッセキ

								石炭 セキタン		311				40.0%		石炭火力 セキタン カリョク		345		1.10

								石油 セキユ		899				41.0%		石油火力 セキユ カリョク		1,024

								ガス		3,426				42.0%		ガス火力 カリョク		3,997





																		熱のための投入エネルギー内訳設定 ネツ トウニュウ ウチワケ セッテイ

																		熱源内訳 ネツゲン ウチワケ

																		発生端 ハッセイ ハシ		796

																		石炭 セキタン		80

																		石油 セキユ		140

																		ガス		156

																		再エネ サイ		310

																		(		686		)





推定値入力

コメント：
・エネ基、高度化法前提、非化石４４％、再エネ２４％
・このためには、原発2200万ｋＷ程度、20基以上の稼働が必要。



C_消費_炭素変換2050電化28%

				消費構造→投入1次エネルギー推定→発生炭素推定ワークシート ショウヒ コウゾウ トウニュウ ジ スイテイ ハッセイ タンソ スイテイ



				目的 モクテキ		消費構造から1次エネルギーの投入量を推定する。（基本のフローは2015年度実績）　その投入量から排出炭素量を計算する。 ショウヒ コウゾウ ジ トウニュウ リョウ スイテイ キホン ネンド ジッセキ

						（与えた消費構造が目標とする退出量削減に対し十分なレベルかどうか検証する。） アタ ショウヒ コウゾウ モクヒョウ タイシュツ リョウ サクゲン タイ ジュウブン ケンショウ

				使用方法 シヨウ ホウホウ

								：この部分に入力する。入力項目は、 ブブン ニュウリョク ニュウリョク コウモク

								①各消費セグメント毎の消費構造（どこまで消費の電化を織込むべきか） カク ショウヒ ゴト ショウヒ コウゾウ ショウヒ デンカ オリコ

								②発電量中の再エネ・非化石電力量（再エネ比率、非化石比率はどうあるべきか） ハツデン リョウ チュウ サイ ヒ カセキ デンリョク リョウ サイ ヒリツ ヒ カセキ ヒリツ

								③火力の内訳設定（どこまで石炭を減らしガス化するか） カリョク ウチワケ セッテイ セキタン ヘ カ

								④発電電力/消費電力の比率（固定値とすべきか） ハツデン デンリョク ショウヒ デンリョク ヒリツ コテイチ																シート：省エネ電化設定より転記。 ショウ デンカ セッテイ テンキ

								⑤火力のエネルギー転換効率（燃料別の効率設定） カリョク テンカン コウリツ ネンリョウ ベツ コウリツ セッテイ																事業用は、2015年比率で製造・業務等へ分割 ジギョウヨウ ネン ヒリツ セイゾウ ギョウム トウ ブンカツ

								⑥支配的ではないが、熱発生のためのエネルギ源構造 シハイテキ ネツ ハッセイ ゲン コウゾウ

				2050年度推定値（電化２８％で固定） ネンド スイテイチ デンカ コテイ																						作業用 サギョウ ヨウ



				消費構造入力 ショウヒ コウゾウ ニュウリョク				(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ		目標値 モクヒョウチ		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,217				285				210		713		1		9		13%		1,147		713		434

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,199		0		1,154				0		45						13%		507		45		462

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				893				888				2		2						10%		659		2		656

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				186				152		3		2		29		0				2%		166		29		137

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				3,966		1,025		1,401		38		223		885		362		31		44%		3,641		885		2,756

				業務・サービス ギョウム				1,637		11		430				247		882		66		1		18%		1,467		882		585

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				9,098		1,036		4,311		42		684		2,557		429		40		100%		7,586		2,557		5,029

										11%		47%		0%		8%		28%		5%		0%

								転換効率 テンカン コウリツ		0.991		0.991				0.985				0.800

				投入1次エネルギー推定 トウニュウ ジ スイテイ

								小計 ショウケイ														直接消費 チョクセツ ショウヒ		投入計 トウニュウ ケイ		tC/PJ		排出 ハイシュツ		（ｔ）

						石炭 セキタン		1,045		1,045								0		0		1.0%		1,056		24420		25,783,745

						石油 セキユ		4,594				4,350						194		50		5.0%		4,824		18990		91,600,871

						ガス		1,717						42		695		845		136		0.0%		1,717		13960		23,968,253

																						非化石分 ヒ カセキ ブン		2,510		排出計 ハイシュツ ケイ		141,352,869

										発電種別 ハツデン シュベツ								消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ				投入合計 トウニュウ ゴウケイ		10,106				1.41		億ｔＣ オク

								消費電力 ショウヒ デンリョク		7,102		（億ｋＷｈ） オク						非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				84%				CO2排出計 ハイシュツ ケイ		5.2		億ｔCO2 オク

								石炭火力 セキタン カリョク		0								再エネ比率＝ サイ ヒリツ				62%

								石油火力 セキユ カリョク		202								ＰＶ比率＝ ヒリツ				35%						目標値 モクヒョウチ

								ガス火力 カリョク		900		再エネ中のＰＶ サイ チュウ						1次エネルギー消費中の（自給率） ジ ショウヒ チュウ								2013年 ネン		13.1		億tCO2 オク

								原子力 ゲンシリョク		1,600		容量 ヨウリョウ		200		ＧＷ		非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				25%				2030年 ネン		9.7		２６％減 ゲン

								再エネ サイ		4,400		発電量 ハツデン リョウ		2,453		億ｋＷｈ オク		再エネ比率＝ サイ ヒリツ				16%				2050年 ネン		2.6		８０％減 ゲン



						人口減の純減（2015年比７７％）に加え、省エネを１０％以上積んで、電化（シート・省エネ電化設定を参照方）も進めて、非化石率の改善のため、 ジンコウゲン ジュンゲン ネンヒ クワ ショウ イジョウ ツ デンカ ショウ デンカ セッテイ サンショウ カタ スス ヒ カセキ リツ カイゼン

						ＰＶ２００Ｇに加えその他再エネも増設し、原発も数基積み上げて、まだ目標には届かない。とはいえ、このレベルが見えるなら、早く到達すべき。 クワ タ サイ ゾウセツ ゲンパツ スウキ ツ ア モクヒョウ トド ミ ハヤ トウタツ

						発電のための投入エネルギー（化石燃料分）推定 ハツデン トウニュウ カセキ ネンリョウ ブン スイテイ

														発電種別入力 ハツデン シュベツ ニュウリョク				7,102		億ｋＷｈ オク		ＰＪ＝		2.7778		億ｋＷｈ

																石炭火力 セキタン カリョク		0

																石油火力 セキユ カリョク		202

																ガス火力 カリョク		900

														2015年 ネン		原子力 ゲンシリョク		1600		再エネ比率 サイ ヒリツ		非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ

														0.4316546763		再エネ サイ		4400		62%		84%

								発電投入エネルギー ハツデン トウニュウ		(PJ)				変換効率 ヘンカン コウリツ				発生端 ハッセイ ハシ		2015年実績 ネン ジッセキ

								石炭 セキタン		0				40.0%		石炭火力 セキタン カリョク		0		1.10

								石油 セキユ		194				41.0%		石油火力 セキユ カリョク		221

								ガス		845				42.0%		ガス火力 カリョク		986





																		熱のための投入エネルギー内訳設定 ネツ トウニュウ ウチワケ セッテイ

																		熱源内訳 ネツゲン ウチワケ

																		発生端 ハッセイ ハシ		536

																		石炭 セキタン		0

																		石油 セキユ		50

																		ガス		136

																		再エネ サイ		350

																		(		536		)





推定値入力



D_消費_炭素変換2050電化60%

				消費構造→投入1次エネルギー推定→発生炭素推定ワークシート ショウヒ コウゾウ トウニュウ ジ スイテイ ハッセイ タンソ スイテイ



				目的 モクテキ		消費構造から1次エネルギーの投入量を推定する。（基本のフローは2015年度実績）　その投入量から排出炭素量を計算する。 ショウヒ コウゾウ ジ トウニュウ リョウ スイテイ キホン ネンド ジッセキ

						（与えた消費構造が目標とする退出量削減に対し十分なレベルかどうか検証する。） アタ ショウヒ コウゾウ モクヒョウ タイシュツ リョウ サクゲン タイ ジュウブン ケンショウ

				使用方法 シヨウ ホウホウ

								：この部分に入力する。入力項目は、 ブブン ニュウリョク ニュウリョク コウモク

								①各消費セグメント毎の消費構造（どこまで消費の電化を織込むべきか） カク ショウヒ ゴト ショウヒ コウゾウ ショウヒ デンカ オリコ

								②発電量中の再エネ・非化石電力量（再エネ比率、非化石比率はどうあるべきか） ハツデン リョウ チュウ サイ ヒ カセキ デンリョク リョウ サイ ヒリツ ヒ カセキ ヒリツ

								③火力の内訳設定（どこまで石炭を減らしガス化するか） カリョク ウチワケ セッテイ セキタン ヘ カ

								④発電電力/消費電力の比率（固定値とすべきか） ハツデン デンリョク ショウヒ デンリョク ヒリツ コテイチ																シート：省エネ電化設定より転記。 ショウ デンカ セッテイ テンキ

								⑤火力のエネルギー転換効率（燃料別の効率設定） カリョク テンカン コウリツ ネンリョウ ベツ コウリツ セッテイ																事業用は、2015年比率で製造・業務等へ分割 ジギョウヨウ ネン ヒリツ セイゾウ ギョウム トウ ブンカツ

								⑥支配的ではないが、熱発生のためのエネルギ源構造 シハイテキ ネツ ハッセイ ゲン コウゾウ

				2050年度推定値（電化６０％） ネンド スイテイチ デンカ																						作業用 サギョウ ヨウ



				消費構造入力 ショウヒ コウゾウ ニュウリョク				(PJ)		石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ		目標値 モクヒョウチ		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,148				86				63		990		1		9		15%		1,147		990		157

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				420		0		115				0		305						6%		507		305		202

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				458				266				2		189						6%		659		189		470

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				133				45		3		2		82		0				2%		166		82		84

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				3,773		923		841		15		89		1,657		217		31		50%		3,641		1,657		1,984

				業務・サービス ギョウム				1,543		5		172				74		1,258		33		1		21%		1,467		1,258		209

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				7,475		928		1,526		19		231		4,480		251		40		100%		7,586		4,480		3,106

										12%		20%		0%		3%		60%		3%		1%

								転換効率 テンカン コウリツ		0.991		0.991				0.985				0.800

				投入1次エネルギー推定 トウニュウ ジ スイテイ

								小計 ショウケイ														直接消費 チョクセツ ショウヒ		投入計 トウニュウ ケイ		tC/PJ		排出 ハイシュツ		（ｔ）

						石炭 セキタン		936		936								(0)		0		1.0%		945		24420		23,088,993

						石油 セキユ		2,473				1,540						910		24		5.0%		2,597		18990		49,315,906

						ガス		3,672						19		234		3,379		40		0.0%		3,672		13960		51,254,245

																						非化石分 ヒ カセキ ブン		3,094		排出計 ハイシュツ ケイ		123,659,144

										発電種別 ハツデン シュベツ								消費電力中の ショウヒ デンリョク チュウ				投入合計 トウニュウ ゴウケイ		10,308				1.24		億ｔＣ オク

								消費電力 ショウヒ デンリョク		12,446		（億ｋＷｈ） オク						非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				63%				CO2排出計 ハイシュツ ケイ		4.5		億ｔCO2 オク

								石炭火力 セキタン カリョク		(0)								再エネ比率＝ サイ ヒリツ				44%

								石油火力 セキユ カリョク		946								ＰＶ比率＝ ヒリツ				20%						目標値 モクヒョウチ

								ガス火力 カリョク		3,600		再エネ中のＰＶ サイ チュウ						1次エネルギー消費中の（自給率） ジ ショウヒ チュウ								2013年 ネン		13.1		億tCO2 オク

								原子力 ゲンシリョク		2,400		容量 ヨウリョウ		200		ＧＷ		非化石比率＝ ヒ カセキ ヒリツ				30%				2030年 ネン		9.7		２６％減 ゲン

								再エネ サイ		5,500		発電量 ハツデン リョウ		2,453		億ｋＷｈ オク		再エネ比率＝ サイ ヒリツ				19%				2050年 ネン		2.6		８０％減 ゲン



						人口減の純減（2015年比７７％）に加え、省エネを１０％以上積んで、電化（シート・省エネ電化設定を参照方）も進めて、非化石率の改善のため、 ジンコウゲン ジュンゲン ネンヒ クワ ショウ イジョウ ツ デンカ ショウ デンカ セッテイ サンショウ カタ スス ヒ カセキ リツ カイゼン

						ＰＶ２００Ｇに加えその他再エネも増設し、原発も数基積み上げて、まだ目標には届かない。とはいえ、このレベルが見えるなら、早く到達すべき。 クワ タ サイ ゾウセツ ゲンパツ スウキ ツ ア モクヒョウ トド ミ ハヤ トウタツ

						発電のための投入エネルギー（化石燃料分）推定 ハツデン トウニュウ カセキ ネンリョウ ブン スイテイ

														発電種別入力 ハツデン シュベツ ニュウリョク				12,446		億ｋＷｈ オク		ＰＪ＝		2.7778		億ｋＷｈ

																石炭火力 セキタン カリョク		(0)

																石油火力 セキユ カリョク		946

																ガス火力 カリョク		3600

														2015年 ネン		原子力 ゲンシリョク		2400		再エネ比率 サイ ヒリツ		非化石比率 ヒ カセキ ヒリツ

														0.4316546763		再エネ サイ		5500		44%		63%

								発電投入エネルギー ハツデン トウニュウ		(PJ)				変換効率 ヘンカン コウリツ				発生端 ハッセイ ハシ		2015年実績 ネン ジッセキ

								石炭 セキタン		(0)				40.0%		石炭火力 セキタン カリョク		(0)		1.10

								石油 セキユ		910				41.0%		石油火力 セキユ カリョク		1,036

								ガス		3,379				42.0%		ガス火力 カリョク		3,942





																		熱のための投入エネルギー内訳設定 ネツ トウニュウ ウチワケ セッテイ

																		熱源内訳 ネツゲン ウチワケ

																		発生端 ハッセイ ハシ		314

																		石炭 セキタン		0

																		石油 セキユ		24

																		ガス		40

																		再エネ サイ		250

																		(		314		)





推定値入力

コメント：
・エネ基、高度化法前提、非化石４４％、再エネ２４％
・このためには、原発2200万ｋＷ程度、20基以上の稼働が必要。



消費構造2015

				エネルギー消費構造（2015年度速報値） ショウヒ コウゾウ ネンド ソクホウ チ

				(1015J)								エネルギー転換 テンカン

								A				B		石炭製品 セキタン セイヒン				石油製品 セキユ セイヒン				ガス製造 セイゾウ				事業用発電 ジギョウヨウ ハツデン				自家用発電 ジカヨウ ハツデン				自家用蒸気 ジカヨウ ジョウキ				地域熱供給 チイキ ネツ キョウキュウ				ロス・自家消費 ジカ ショウヒ				転換・在庫 テンカン ザイコ				統計誤差等 トウケイ ゴサ トウ				C		D

				１次エネルギー供給 ジ キョウキュウ								投入・計 トウニュウ ケイ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		投入 トウニュウ		産出 サンシュツ		産出計		消費投入

				原子力発電 ゲンシリョク ハツデン				79				(79)														(79)																												0

				大規模水力発電 ダイキボ スイリョク ハツデン				710				(710)														(667)				(43)																								0

				再可未活エネ				963				(918)		(5)												(235)				(313)				(360)				(4)								(0)				(0)				0		45

				天然ガス テンネン				4,806				(4,810)								4		(1,694)				(2,926)				(31)				(21)								(138)						18				43		66		62

				原油　　 ゲンユ				7,408				(7,419)						(7,192)								(227)				(0)				(0)								(0)						11		(0)				11

				石油製品				684				(1,427)		(24)						7,243		(66)				(382)				(350)				(292)				(0)				(312)						14						7,257		6,515

				石炭　　 セキタン				5,075				(4,655)		(1,634)												(2,347)				(311)				(216)								(20)				(52)				(75)				0		421

				石炭製品				58				(583)				1,649										(205)				(124)				(33)								(222)						3						1,652		1,126

				都市ガス トシ				0				(613)												1,734		(124)				(259)				(167)				(15)				(49)												1,734		1,121

				電力　　　　 デンリョク				0				(332)																3,060				563						(4)				(328)										61		3,684		3,352

				熱　　　　 ネツ				0				(125)						(119)																		863				22		(6)										1		886		761

								計 ケイ				(21,671)		(1,664)		1,649		(7,311)		7,247		(1,760)		1,734		(7,191)		3,060		(1,431)		563		(1,089)		863		(22)		22		(1,075)		0		(52)		47		(75)		105		15,290		13,403

														転換効率 テンカン コウリツ		99.1%				99.1%				98.5%				42.5%				39.4%				79.2%				100.3%																D=A+B+C

				１次エネルギー供給・計 ジ キョウキュウ ケイ				19,783																		電力単位記述（億ｋＷｈ） デンリョク タンイ キジュツ オク								計 ケイ																						（億ｋＷｈ） オク

				エネルギー転換（投入）・計 テンカン トウニュウ ケイ				21,671																		産出 サンシュツ		8,500				1,565		10,064																				消費計 ショウヒ ケイ		9,312

				エネルギー（産出）・計 サンシュツ ケイ				15,290																		原子力 ゲンシリョク		94				0		94																				原子力 ゲンシリョク		94

						変換効率 ヘンカン コウリツ		71%																		水力 スイリョク		800				52		852																				水力 スイリョク		852

																										再エネ サイ		電力単位の記述なし デンリョク タンイ キジュツ						475																				再エネ サイ		475

																										火力他 カリョク ホカ		分類・電力単位の記述なし ブンルイ デンリョク タンイ キジュツ						8,643		1.0953170327																		火力他 カリョク ホカ		7,891



														石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ				電力自供比率 デンリョク ジキョウ ヒリツ		15.5%

				家庭　　　 カテイ				1,873								493				402		964		1		14

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,845						0		1,783				0		61

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,275								1,269				3		3

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				266								217		5		3		42		1

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,808						1,530		2,092		57		333		1,106		659		31

				業務・サービス ギョウム				2,337						16		662				380		1,176		101		1

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,403						1,547		6,515		62		1,121		3,352		762		45

						消費/１次供給 ショウヒ ジ キョウキュウ		68%









































2015年度（印刷）

				2015年度速報値 ネンド ソクホウチ																		(PJ)

								石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		熱 ネツ		再エネ サイ		電力 デンリョク		合計 ゴウケイ

				事業用 ジギョウヨウ				1,546		2,971		62		715		760		32		2,324		8,410

						農林水鋼建 ノウリン ミズ コウ ケン		0		217		5		3		1		0		42		266

						製造業 セイゾウギョウ		1,530		2,092		57		333		659		31		1,106		5,808

						業務他 ギョウム ホカ		16		662		0		380		101		1		1,176		2,337

				家庭用 カテイ ヨウ				0		493		0		402		1		14		963		1,873

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				0		1,783		0		0		0		0		61		1,845

						乗用車 ジョウヨウシャ		0		1,542		0		0		0		0		0		1,542

						バス		0		63		0		0		0		0		0		64

						鉄道 テツドウ		0		7		0		0		0		0		61		68

						船舶 センパク		0		49		0		0		0		0		0		49

						航空 コウクウ		0		124		0		0		0		0		0		124

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				0		1,269		0		3		0		0		3		1,275

						自動車 ジドウシャ		0		1,164		0		3		0		0		0		1,167

						鉄道 テツドウ		0		1		0		0		0		0		3		4

						船舶 センパク		0		102		0		0		0		0				102

						航空 コウクウ		0		21		0		0		0		0		0		21

				合計 ゴウケイ				1,546		6,515		62		1,121		762		45		3,352		13,403







































































エネルギー需要構造転換



電力	2013年度
（9666億ｋＷｈ）	2015年度
（9316億ｋＷｈ）	エネ基
2030年度	
（9808億ｋＷｈ）	2030年度
電化推進	
（12671億ｋＷｈ）	エネ基
2050年	
（8168億ｋＷｈ）	2050年度
電化推進	
（13274億ｋＷｈ）	3477	3351	3528	4558	2938	4775	石油他	2013年度
（9666億ｋＷｈ）	2015年度
（9316億ｋＷｈ）	エネ基
2030年度	
（9808億ｋＷｈ）	2030年度
電化推進	
（12671億ｋＷｈ）	エネ基
2050年	
（8168億ｋＷｈ）	2050年度
電化推進	
（13274億ｋＷｈ）	10515	10051	9107	7456	7598	4379	







（ＰＪ=10**15Ｊ）

△６％省エネ

△２１％省エネ

電化による
効率改善
１３％



グラフ

								2013年度
（9666億ｋＷｈ） ネンド オク		2015年度
（9316億ｋＷｈ） ネンド オク		エネ基
2030年度
（9808億ｋＷｈ） モト ネンド オク		2030年度
電化推進
（12671億ｋＷｈ） ネンド デンカ スイシン オク		エネ基
2050年
（8168億ｋＷｈ） モト ネン オク		2050年度
電化推進
（13274億ｋＷｈ） ネンド デンカ スイシン オク

						電力 デンリョク		3477		3351		3528		4558		2938		4775

						石油他 セキユ ホカ		10515		10051		9107		7456		7598		4379

						合計 ゴウケイ



エネルギー需要構造転換



電力	2013年度
（9666億ｋＷｈ）	2015年度
（9316億ｋＷｈ）	エネ基
2030年度	
（9808億ｋＷｈ）	2030年度
電化推進	
（12671億ｋＷｈ）	エネ基
2050年	
（8168億ｋＷｈ）	2050年度
電化推進	
（13274億ｋＷｈ）	3477	3351	3528	4558	2938	4775	石油他	2013年度
（9666億ｋＷｈ）	2015年度
（9316億ｋＷｈ）	エネ基
2030年度	
（9808億ｋＷｈ）	2030年度
電化推進	
（12671億ｋＷｈ）	エネ基
2050年	
（8168億ｋＷｈ）	2050年度
電化推進	
（13274億ｋＷｈ）	10515	10051	9107	7456	7598	4379	







（ＰＪ=10**15Ｊ）

電力比率
２５％

電力比率
２８％

電力比率
３８％

電力比率
２８％

電力比率
５２％

△６％省エネ

△２１％省エネ

電化による
効率改善
１３％



消費構造

				エネルギー消費構造 ショウヒ コウゾウ

				(1015J)

														投入先 トウニュウ サキ

				１次エネルギー供給 ジ キョウキュウ								投入量 トウニュウ リョウ		事業用発電 ジギョウヨウ ハツデン		自家発電 ジカ ハツデン		都市ガス製造 トシ セイゾウ		精製・化学 セイセイ カガク		蒸気・熱供給 ジョウキ ネツ キョウキュウ		石炭製品製造 セキタン セイヒン セイゾウ

				原子力発電 ゲンシリョク ハツデン				0				0

				水力・再可未活エネ スイリョク サイ カ ミ カツ				1,572				1,138		843		290								5

				天然ガス テンネン				5,063				4,882		3,169		31		1,682

				石油　　　　　 セキユ				8,306				7,424		266						7,158

				石炭　　　　　 セキタン				5,117				4,172		2,395		301						215		1,261

										その他？ タ		3,113		814		802		77		19		868		438

														7,487		1,424		1,759		7,277		1,083		1,699

				１次エネルギー供給・計 ジ キョウキュウ ケイ				20,059

				エネルギー転換（投入）・計 テンカン トウニュウ ケイ				20,729						産出量 サンシュツリョウ

				エネルギー（産出）・計 サンシュツ ケイ				15,217						3,163		559		1,747		7,188		871		1,689

						変換効率 ヘンカン コウリツ		73%						42%		39%		99%		99%		80%		99%



														最終エネルギー消費 サイシュウ ショウヒ

														電力 デンリョク		ガス		石油製品 セキユ セイヒン		蒸気・熱 ジョウキ ネツ		石炭製品 セキタン セイヒン		その他 タ

				家庭　　　 カテイ				1,936						986		417		517						16

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,881										1,703						178

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,245										1,245

				企業・事業所 キギョウ ジギョウショ				8,497						2,407		769		2,969		746		1,606

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,559						3,393		1,186		6,434		746		1,606		194

						消費/１次供給 ショウヒ ジ キョウキュウ		68%				構成比 コウセイヒ		25%		9%		47%		6%		12%		1%



														Tank to Wheel		MJ/km		充填・充電効率 ジュウテン ジュウデン コウリツ								ガス電化効率 デンカ コウリツ		石油電化効率 セキユ デンカ コウリツ

														ガソリン		1.69		99.50%		1.70						0.95		0.8

														ディーゼル		1.63		99.50%		1.64

														EV		0.36		86%		0.42

														EV・ガソリン						0.246

														EV・ディー						0.256



														エネルギー転換 テンカン

														最終エネルギー消費 サイシュウ ショウヒ

														電力 デンリョク		ガス		石油製品 セキユ セイヒン		蒸気・熱 ジョウキ ネツ		石炭製品 セキタン セイヒン		その他 タ		ガス電化率 デンカ リツ		石油電化率 セキユ デンカ リツ

				家庭　　　 カテイ				1,868		96%				1,510		83		259						16		0.8		0.5

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				854		45%				336				341						178				0.8

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				967		78%				95				872										0.3

				企業・事業所 キギョウ ジギョウショ				8,123		96%				4,017		615		1,781		746		964				0.2		0.4

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				11,812		87%				5,958		699		3,252		746		964		194

						省エネ率 ショウ リツ		87%				構成比 コウセイヒ		50%		6%		28%		6%		8%		2%





work



						エネ基・計画 モトイ ケイカク

								エネルギー消費 ショウヒ								1.7％成長 セイチョウ		省エネ努力 ショウ ドリョク

						（ＰＪ）		2013年 ネン		電力比率 デンリョク ヒリツ				（ＰＪ）		2030年 ネン		2030年 ネン		電力比率 デンリョク ヒリツ

						合計 ゴウケイ		13,992						合計 ゴウケイ		14,585		12,635

						電力 デンリョク		3,477		25%				電力 デンリョク		4,084		3,528		28%

						石油他 セキユ ホカ		10,515						石油他 セキユ ホカ		10,501		9,107

						電力消費 デンリョク ショウヒ		9,666						電力消費 デンリョク ショウヒ		11,353		9,808

						（億ｋＷｈ） オク								（億ｋＷｈ） オク

																				0.924										0.75

						最新実績値（速報ベース） サイシン ジッセキチ ソクホウ								同一消費構造 ドウイツ ショウヒ コウゾウ						0.95										0.8

						2015年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ		2030年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ				2050年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						家庭 カテイ		963		910		1,873		家庭 カテイ		1,014		717		1,731				家庭 カテイ		823		582		1,405

						事業 ジギョウ		2,324		6,086		8,410		事業 ジギョウ		2,447		5,543		7,990				事業 ジギョウ		2,060		4,668		6,728

						運輸（旅客） ウンユ リョキャク		61		1,783		1,844		運輸（旅客） ウンユ リョキャク		64		1,640		1,704				運輸（旅客） ウンユ リョキャク		52		1,331		1,383

						運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,272		1,275		運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,208		1,211				運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,017		1,020

						合計 ゴウケイ		3,351		10,051		13,402		合計 ゴウケイ		3,528		9,107		12,635				合計 ゴウケイ		2,938		7,598		10,536

						電化率 デンカ リツ		25%						電化率 デンカ リツ		28%				12,635				電化率 デンカ リツ		28%

														電化推進ケース デンカ スイシン

						電化による効率化 デンカ コウリツカ								2030年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ				2050年度 ネンド		電力 デンリョク		石油他 セキユ ホカ		合計 ゴウケイ

						・家庭におけるガス・石油の電化＝ カテイ セキユ デンカ						0.7		家庭 カテイ		1,164		502		1,666				家庭 カテイ		1,108		175		1,283

						・事業におけるガス・石油の電化＝ ジギョウ セキユ デンカ						0.6		事業 ジギョウ		3,112		4,434		7,546				事業 ジギョウ		3,741		1,867		5,608

						・運輸における石油の電化＝ ウンユ セキユ デンカ						0.25		運輸（旅客） ウンユ リョキャク		146		1,312		1,458				運輸（旅客） ウンユ リョキャク		352		133		485

												0.25		運輸（貨物） ウンユ カモツ		3		1,208		1,211				運輸（貨物） ウンユ カモツ		206		203		410

														合計 ゴウケイ		4,426		7,456		11,881		6%		合計 ゴウケイ		5,406		2,378		7,785		26%

														電化率 デンカ リツ		37%								電化率 デンカ リツ		69%

														家庭 カテイ				0.3						家庭 カテイ				0.7

														事業 ジギョウ				0.2						事業 ジギョウ				0.6

														運輸（旅客） ウンユ リョキャク				0.2						運輸（旅客） ウンユ リョキャク				0.9

														運輸（貨物） ウンユ カモツ				0						運輸（貨物） ウンユ カモツ				0.8





消費構造転換2015_2030_2050



				2015年度実績・速報値 ネンド ジッセキ ソクホウチ						石炭関係 セキタン カンケイ		石油関係 セキユ カンケイ		天然ガス テンネン		都市ガス トシ		電力 デンリョク		熱 ネツ		再エネ サイ		構成比 コウセイヒ

				家庭　　　　　　 カテイ				1,873				493				402		964		1		14		14%

				運輸（旅客） ウンユ リョキャク				1,845		0		1,783				0		61						14%

				運輸（貨物） ウンユ カモツ				1,275				1,269				3		3						10%

				農林水産鉱業 ノウリン スイサン コウギョウ				266				217		5		3		42		1				2%

				製造業・事業所 セイゾウギョウ ジギョウショ				5,808		1,530		2,092		57		333		1,106		659		31		43%

				業務・サービス ギョウム				2,337		16		662				380		1,176		101		1		17%

				エネルギー消費・計 ショウヒ ケイ				13,403		1,547		6,515		62		1,121		3,352		762		45		100%

										12%		49%		0%		8%		25%		6%		0%
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RE100％を実現するために To Realize RE100%

■供給側の対策：電力システム改革と一体となった対策
 系統問題の解決：接続容量の拡大と出力抑制リスクの低減
 送配電ネットワークの次世代化：分散エネルギー資源を最大限活用
 FIT制度の適切な運用：自立に向けて国内市場規模を維持しながら
競争力を強化

■需要側の対策：供給側と一体となった対策
 太陽光発電システムの次世代化：ありとあらゆる場所とモノに設
置・搭載され、また需要側の分散エネルギー資源（DER）の要とし
て系統安定化に能動的に関与。

 セクターカップリング(分野連結）推進：電力化による省エネと需
要創出、出力変動吸収能力の大幅向上の同時達成。

 環境価値を生かし、必要な環境価値を提供する電源として活用し、
FIT買取期間終了後の長期安定稼働を目指す。

■再エネのベストMIX：それぞれの弱点を補完しあいながら

まとめ Summary
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一般社団法人 太陽光発電協会
http://www.jpea.gr.jp/

ご清聴ありがとうございました
Thank You
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